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森
友
学
園
問
題
と
並
ん
で
大
き
な
国
内
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
の
が
豊
洲
市
場
へ
の
移
転
問
題
だ
。
３
月
３
日
、
移

転
許
可
時
の
都
知
事
で
あ
る
石
原
慎
太
郎
氏
が
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
の
会
見
に
登
場
し
た
。
関
心
は
高
く
３
８
３
人
の
多
数

が
参
加
し
た
。
今
世
紀
に
な
っ
て
、
小
泉
元
首
相
の「
原
発

即
ゼ
ロ
」会
見
の
４
１
０
人
に
次
ぐ
記
録
だ
。

　
当
ク
ラ
ブ
で
の
会
見
は
石
原
氏
か
ら
の
希
望
だ
っ
た
。
最

初
の
知
事
選
出
馬
表
明
、
政
治
家
引
退
会
見
と
、
当
ク
ラ
ブ

は
石
原
氏
に
と
っ
て
節
目
で
の
重
要
な
舞
台
に
な
っ
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。

　
た
だ
、
選
ん
で
も
ら
っ
た
の
は
あ
り
が
た
い
が
、「
独
演

会
に
な
っ
て
は
ダ
メ
。な
る
べ
く
多
く
の
質
問
を
ぶ
つ
け
る
」

（
司
会
の
橋
本
五
郎
・
企
画
委
員
）と
の
方
針
で
の
ぞ
ん
だ
。

そ
の
一
方
で
石
原
氏
は
脳
梗
塞
の
後
遺
症
も
あ
り
、
医
師
付

き
添
い
で
時
間
は
１
時
間
と
限
ら
れ
た
。
石
原
サ
イ
ド
の
要

望
で
知
事
時
代
の
会
見
動
画
も
流
し
た
が
、
質
問
時
間
確
保

の
た
め
司
会
者
判
断
で
動
画
を
一
部
カ
ッ
ト
す
る
一
幕
も
あ

っ
た
。
結
果
は
後
半
を
質
疑
に
当
て
、
通
常
よ
り
多
い
18
問

を
会
場
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
キ
ー
局
の
ほ
ぼ
全
局
が
生
中
継
し
、
会
見

後
も
連
日
、
緑
の
緞
帳
を
背
景
に
し
た
石
原
氏
の
姿
が
何
度

も
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
。
当
ク
ラ
ブ
も
含
め
た
ネ
ッ
ト
で

の
会
見
動
画
に
も
、
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
だ
け
で
総
計
約
40
万

の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
大
き
な
手
ご
た
え
を
感
じ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ス
の
核
に
い
る
人
物
を
会
見
に
呼
び
、
直
接
、
質

問
を
ぶ
つ
け
る
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

�

（
土
生
修
一
）

「
石
原
会
見
」で
記
録
的
な
参
加
者
数

質
疑
白
熱
、
テ
レ
ビ
各
局
も
生
中
継

「籠池劇場」にカメラの放列
冗舌に答弁する森友学園の籠池泰典氏を記者席から報道陣が注視した。衆参両院の予算
委員会で行われた証人喚問は計４時間にわたった。混迷はより深まる＝３月２３日午前１１時６分

撮影：川田　雅浩（毎日新聞社写真映像報道センター）
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クラブ月 報

クラブゲスト 3▶4

澤田秀雄エイチ・アイ・エス会長・社長／
川田達男セーレン会長／福田円・法政
大准教授／松尾豊・東大大学院特任准教
授／エスベン・ルンデ・ラーセン・デンマ
ーク環境・食糧相／ポール・マデン新駐
日イギリス大使／武井彩佳・学習院女子
大准教授／フェリペ・ハラミージョ・コ
ロンビア貿易振興機構総裁／中国経済
学者代表団／会見余話
会見リポート 5▶9

C・フラナガン・アイルランド外務・貿易相／
W・L・スウィングIOM事務局長／石原慎
太郎・元東京都知事／内堀雅雄・福島県
知事／宮坂学ヤフー社長／永野健二・
ジャーナリスト／古川勝久・国連北朝鮮制
裁委員会元専門家パネルメンバー／独・仏・
蘭3カ国駐日大使／飯島勲・内閣参与
試写会「娘よ」� 渡辺良行　9

ワーキングプレス 10▶13

森友学園　国有地売却問題
それは、１本の電話から始まった
真相はいまだ闇の中
� 朝日新聞社　吉村治彦
経産省施錠問題
閉ざされた扉に阻まれた取材　知
る権利のため撤回要求続ける
� 東京新聞　吉田通夫
金正男氏殺害事件
「おっとり感」が招いた悲劇
� 共同通信社　磐村和哉
朴槿恵大統領罷免
混乱収まらぬ韓国　驚くべきメデ
ィアと市民のパワー
� フジテレビ　磯部誠二
被災地通信　熊本地震から1年 14

住民生活の再生はこれからが本番
� 熊本日日新聞社　奥村国彦
リレーエッセー 15

「異論を言う勇気を持て」―後藤田
正晴さんの歴史観と憲法観
� 栗原　猛
書いた話書かなかった話 16▶17

撃沈されたことを｢やむを得ない」
と一言　戦艦武蔵を造った男との
１時間� 大澤　賢
記者ゼミ 18

マイBOOKマイPR 19

賛助会員の会 19

会議報告／17年度予算書 20▶21

写真回廊新執筆者紹介 22

約
３
億
８
０
０
０
万
の
収
支
均
衡
予
算
を
承
認

シ
ス
テ
ム
関
連
に
重
点
配
分

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
２
０
１
７
年
度
予

算
と
事
業
計
画
が
３
月
28
日
に
開
か
れ
た

臨
時
社
員
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
で
の
経
常
収
益（
収
入
）

の
総
額
は
３
億
８
０
４
７
万
１
０
０
０
円

で
前
年
度
に
比
べ
１
６
６
０
万
円
減

（
４
・
22
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。
収
入
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
人
件
費
を
中
心
に
費

用
全
般
を
削
り
、
収
支
同
額
と
な
り
ま
し

た
。

　
プ
レ
ス
会
員（
法
人
会
員
と
個
人
会

員
）と
賛
助
会
員
を
合
わ
せ
た
会
費
収
入

は
、
収
益
全
体
の
82
・
63
％
を
占
め
て
お

り
、
収
益
の
主
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会

費
は
約
９
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
４
月
か
ら
個
人
Ｄ
会
員
の

会
費
を
月
６
１
０
０
円
か
ら
５
０
０
０
円

に
値
下
げ
し
た
影
響
で
す
。
今
回
の
値
下

げ
を
契
機
に
し
て
Ｄ
会
員
の
入
会
を
増
や

し
、
将
来
的
に
は
会
費
収
入
増
へ
の
反
転

を
め
ざ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
貸
室
収
入
な
ど
の
事
業
収
益
は
前
年
度

を
参
考
に
し
て
計
上
し
、
収
益
全
体
の

17
・
18
％
に
し
ま
し
た
。

　
経
常
費
用
は
、
10
階
ホ
ー
ル
専
用
使
用

料
な
ど
の
借
室
維
持
費
が
支
出
全
体
の

45
・
33
％
で
半
分
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

人
件
費
は
事
務
局
職
員
の
退
職
や
定
年
に

よ
る
嘱
託
移
行
な
ど
で
前
年
度
比
で
１
５

２
２
万
円
減
少
と
な
り
、
経
常
費
用
全
体

に
占
め
る
割
合
は
33
・
73
％
（
前
年
度

36
・
45
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
16
年
度
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
業
務
関
連

シ
ス
テ
ム
を
大
幅
に
更
新
し
、
17
年
度
が

「
新
シ
ス
テ
ム
元
年
」に
な
る
こ
と
か
ら
、

シ
ス
テ
ム
保
守
関
連
費
を
増
額
し
ま
し

た
。（
21
ペ
ー
ジ
に
正
味
財
産
増
減
予
算

書
）　皆

様
へ
の
お
知
ら
せ
、
お
願
い

　
新
年
度
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
会
員

の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ
、
お
願
い
が
あ
り

ま
す
。

　
◎
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
い
、
今
月
か

ら
貸
室
の
空
き
状
況
を
ウ
ェ
ブ
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
従
来
の
よ
う
に

フ
ロ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
電
話
す
る
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
申
し
込
み
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
◎
会
員
証
を
刷
新
し
ま
し
た
。
新
会
員

証
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
財
布
に
も
入
り

や
す
い
カ
ー
ド
サ
イ
ズ
に
し
ま
し
た
。
顔

写
真
の
デ
ー
タ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
新
た

に
作
り
直
し
ま
す
。

　
◎
今
月
か
ら
個
人
Ｄ
会
員
の
会
費
を
月

度
、
記
者
に
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

会
見
参
加
、
会
議
室
・
ラ
ウ
ン
ジ
利
用
、

無
料
試
写
会
な
ど
の
特
典
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
内
容
で
す
。事
務
局
に
あ
り
ま
す
の
で
、

記
者
Ｏ
Ｂ
の
友
人
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
◎
メ
ー
ル
登
録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
氏
名
と
会
員
番
号
を
左
記
の
ア
ド
レ
ス

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　kaiken@
jnpc.or.jp

　
登
録
者
に
は
メ
ー
ル
で
会
見
の
案
内
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
メ
ー
ル
な
ら
、
郵
送
が

間
に
合
わ
な
い
急
な
会
見
通
知
も
届
き
、

ハ
ガ
キ
で
は
載
せ
き
れ
な
い
会
見
の
詳
し

い
内
容
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
ウ
ェ
ブ
の「
会
見
申
し
込
み
」か

ら
事
前
の
申
し
込
み
も
お
願
い
し
ま
す
。

　
◎
会
費
は
、
預
金
口
座
振
替（
自
動
引

き
落
と
し
）が
便
利
で
す
。
振
替
な
ら
、

振
り
込
み
の
場
合
に
か
か
る
手
数
料
が
不

要
で
す
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

６
１
０
０
円
か

ら
５
０
０
０
円

に
値
下
げ
し
ま

し
た
。
こ
れ
を

機
に
、
入
会
を

呼
び
か
け
る
た

め
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト（
写
真
）を

作
成
し
ま
し

た
。「
も
う
一
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３ 月のクラブゲスト� ⃝ゲスト全員の会見リポートはクラブのウェブサイトで読めます⃝

澤
さわ

田
だ

　秀
ひで

雄
お

　エイチ・アイ・エス会長・社長

　旅行会社H.I.S.の創業者。グル
ープ傘下のハウステンボス社長に
就任後、18年間続いた赤字を半年
で黒字化した。ロボットが接客す
る「変なホテル」の開業、自然エ
ネルギーや植物工場分野にも進出
する。「日本は生産性向上以外に
世界で勝てる道はない」

■3・8（水）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑰／
司会：安井孝之委員／出席：70人

川
かわ

田
だ

　達
たつ

男
お

　セーレン会長

　福井県の老舗繊維メーカーだが
30年前に倒産寸前に。打開策とし
てITを駆使し、顧客が色や形の組
み合わせを47万通りから選べる新
オーダーメードシステムを開発。近
年は車輌資材など非衣料分野にも
進出。「繊維には無限の可能性があ
る。これからも挑戦を続けたい」

■3・17（金）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑲／
司会：播摩卓士委員／出席：50人

福
ふく

田
だ

　円
まどか

　法政大学准教授

　台湾留学経験もある中台関係の
研究者。「中国の『一つの中国』原
則と米国の『一つの中国』政策に
はズレがあるのに、日本では混同
されている」と指摘。トランプ・
蔡英文の電話会談は「これだけで
米国が従来の中国政策から逸脱し
たと判断するのは困難」と。

■3・2（木）シリーズ企画「トランプ政権：米国と世界の行方」
④／司会：坂東賢治委員／出席：60人

松
まつ

尾
お

　豊
ゆたか

　東京大学大学院特任准教授

　人工知能（AI）研究を引っ張る
研究者。「機械が人間の代替をで
きないのは、眼がないためだ。デ
ィープラーニングによってコンピ
ューターは『眼』を持った」と、大
変革時代の到来を予言する。日本
にとってはチャンス。「若手に任せ
ること」が成功への道と説く。

■3・3（金）記者会見「AIと日本企業の競争力」／司会：水野裕
司委員／出席：62人

エスベン・ルンデ・ラーセン　デンマーク環境・食糧相

　“循環経済”の効用を力説。資源
を有効活用し、環境への負担を減
らすことを理念とする。食品廃棄
物を例にとり、2010年から5年間
で25％削減した、と成果を強調。
足元の問題から国民の意識を高
め、農林畜産業など主要産業へ応
用していく戦略のようだ。

■3・6（月）記者会見／司会：石川洋企画担当部長／通訳：西
村好美／出席：38人

ポール・マデン　新駐日イギリス大使

　25年ぶりの日本勤務。「新しいビ
ルが多く建設されたが、昼の定食
は1000円のままです」と日本語で
笑わせた。Brexitで進出日本企業
の不安は大きい。EU離脱後、各
国との自由貿易協定交渉で「日本
が優先されることは想定できる」
と英外交官らしい慎重な表現。

■3・9（木）記者会見／司会：福本容子委員／通訳：宇尾真理
子／出席：63人

武
たけ

井
い

　彩
あや

佳
か

　学習院女子大学准教授

　ドイツ現代史の専門家。ドイツ
とイスラエルの戦後和解の進展は、
冷戦下での双方の利害一致が最大
の要因と説く。「ドイツはイスラエ
ルへの経済軍事支援を通じ、西側
の一員としての地位確立を目指し
た。イスラエルは過去の問題より
も国家の建設と存続を優先した」

■3・16（木）著者と語る『＜和解＞のリアルポリティクス―ド
イツ人とユダヤ人』／司会：倉重篤郎委員／出席：34人／ウェ
ブサイトの「会見詳録」に掲載予定

フェリペ・ハラミージョ　コロンビア貿易振興機構総裁

　和平合意とノーベル平和賞が大
きく報道され、コロンビアのイメ
ージ一新の好機。「長い内戦が終
結し、紛争後の時代が始まった。
歴史上、最も良い時期だ」。麻薬
や暴力のリスクを聞かれ「皆さん
の認識とコロンビアの現実の間に
はギャップがある」と訴えた。

■3・22（水）記者会見／司会：中井良則顧問／通訳：阿由葉
恵利子／出席：25人

中国経済学者代表団

周強武　財政部国際財経センター主任（団長）
樊綱　中国総合開発研究院院長　　　　中国人民銀行貨幣政策委員会委員
趙晋平　国務院発展研究センター対外経済研究部部長
畢吉耀　中国マクロ経済研究院副院長
劉尚希　財政部財政科学研究院院長

　財政部や国務院のエ
コノミスト5人が中国
マクロ経済を分析し
た。貿易関係の質問に
「RCEP（東アジア地
域包括的経済連携）の
交渉は17年末に終わ

る」（趙さん）。格差を聞くと「5カ年計画で7000万
人が貧困から脱却する」（畢さん）。債務の大きさを
問うと「40％未満であり非常に健康的だ」（劉さ
ん）。皆さん自信満々の答え方だった。
■3・28（火）記者会見／司会：坂東賢治委員／通訳：江草裕
子、張煒／出席：61人

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34791/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34803/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34786/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34793/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34801/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34798/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34797/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34796/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34806/report
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ウィリアム・レイシー・スウィング
国際移住機関（IOM）事務局長

■3・2（木）記者会見／司会：ヴィーラント・ワーグナー委員
／通訳：澄田美都子／出席：32人

宮
みや

坂
さか

学
まなぶ

ヤフー社長

■3・10（金）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑱／
司会：安井孝之委員／出席：63人

チャールズ・フラナガン　アイルランド外務・貿易相

■3・1（水）記者会見／司会：土生修一専務理事／通訳：池田
薫／出席：21人

永
なが

野
の

健
けん

二
じ

　ジャーナリスト

■3・15（水）著者と語る『バブル―日本迷走の原点―』／司
会：軽部謙介委員／出席：70人

石
いし

原
はら

慎
しん

太
た

郎
ろう

　元東京都知事

■3・3（金）記者会見／司会：橋本五郎委員／出席：383人

古
ふる

川
かわ

勝
かつ

久
ひさ

　国連北朝鮮制裁委員会元専門家パネルメンバー

■3・16（木）シリーズ企画「北朝鮮の核とミサイル」⑤／司
会：山本勇二委員／出席：62人

飯
いい

島
じま

勲
いさお

　内閣官房参与

■3・30（木）記者会見／司会：川村晃司委員／出席：130人

内
うち

堀
ぼり

雅
まさ

雄
お

　福島県知事

■3・9（木）記者会見／司会：坪井ゆづる委員／出席：65人

独・仏・オランダ３カ国駐日大使
■3・17（金）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：大野理
恵、森岡幹予／出席：82人

●「
石
原
効
果
」で
ア
ラ
ス
カ
特
選
カ
レ
ー
も

　紹
介

各
局
で
生
中
継
さ
れ
た
石
原
慎
太
郎
元
都
知
事

の
会
見
に
は
、
民
放
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
も
取

材
ク
ル
ー
を
派
遣
し
た
。
和
田
ア
キ
子
が
司
会
を

務
め
る「
ア
ッ
コ
に
お
ま
か
せ
！
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
日
曜

昼
放
送
）で
は
、
会
見
現
場
と
同
じ
階
に
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン「
ア
ラ
ス
カ
」の「
特
選
黒
毛
和
牛
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
」を
番
組
で
取
り
上
げ

た
。
値
段
が
５
２
９
２
円（
税
込
み
）と
紹
介
さ

れ
る
と
出
演
者
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。
ア

ラ
ス
カ
か
ら
こ
の
カ
レ
ー
を
ス
タ
ジ
オ
に
出
前
し

て
出
演
者
た
ち
が
舌
鼓
を
う
つ
場
面
も
。

テ
レ
ビ
の
広
告
効
果
で
特
選
カ
レ
ー
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
た
の
で
は
、
と
ア
ラ

ス
カ
に
聞
い
て
み
た
が
、「
大

き
な
影
響
は
な
か
っ
た
で
す

ね
」と
肩
透
か
し
の
回
答
が
返

っ
て
き
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の

特
選
カ
レ
ー
は
月
に
平
均
40
人

の
注
文
が
あ
る
と
い
う
。

当
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
同
伴
者

も
含
め
、
２
割
引
き
の
特
別
価

格
で
召
し
上
が
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

お
試
し
く
だ
さ
い
。

●
ス
ウ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｏ
Ｍ
事
務
局
長（
82
）は
ゲ
ス

ト
ブ
ッ
ク
に
ゆ
っ
く
り
と
、
丁
寧
に
一
文
一
文
を

書
き
込
む
。
数
え
て
み
る
と
、
１
８
０
字
も
あ
っ

た
。
一
言
だ
け
を
添
え
る
ゲ
ス
ト
が
多
い
中
、
異

例
だ
。
ま
る
で
声
明
文
の
よ
う
に
み
え
る
。

「
移
民
が
21
世
紀
の
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
と
し
て
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
ら
れ
る
中
、
議
論
の
幅
を
広

げ
る
た
め
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
的
確
で
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
報
道
・
解
説
が
欠
か
せ
な
い
」と
結
ん

で
い
る
。

下記のゲストの会見リポートは5～９ページに掲載しています

＊今号から「クラブゲスト」ページを変更します。「会
見リポート」に登場するゲストは上記のようにゲスト
名とデータのみを掲載します。（23ページに関連記事）

180wordsのアピール

会
見
余
話

上：注目ゲストの「開口一番」を狙って連な
るカメラ
下：橋本五郎企画委員の采配でテンポよく
会見が進み、多数の記者が質問に立った

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34789/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34787/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34799/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34802/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34792/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34794/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34805/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34781/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34813/report
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チ
ャ
ー
ル
ズ・フ
ラ
ナ
ガ
ン
　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
外
務
・
貿
易
大
臣

ト
ラ
ン
プ
政
権
へ
の

不
安
も
に
じ
む

　
英
国
の
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）離
脱
を
最

も
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
国
と
言
っ
て

も
い
い
だ
ろ
う
。
英
国
と
陸
地
で
つ
な
が

る
唯
一
の
国
で
あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
と

っ
て
、
こ
れ
ま
で
自
由
だ
っ
た
英
国
と
の

絶
好
の
代
替
地
と
な
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
し
た
た
か
さ
も
見
せ
た
。

　
会
見
の
冒
頭
で「
報
道
の
自
由
の
重
要

性
」を
訴
え
た
こ
と
、
広
島
へ
の
訪
問
を

踏
ま
え
て「
核
廃
絶
を
目
指
す
立
場
を
日

本
と
共
有
す
る
」立
場
を
強
調
し
た
の
も

印
象
に
残
っ
た
。
通
常
な
ら
日
本
へ
の
儀

礼
的
発
言
と
し
て
聞
き
流
し
た
だ
ろ
う
。

だ
が
米
国
に
誕
生
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

自
身
に
批
判
的
な
報
道
機
関
を
敵
視
し
、

核
戦
力
の
大
幅
強
化
を
打
ち
出
し
て
国
際

社
会
の
懸
念
を
呼
ん
で
い
る
中
で
は
、
儀

礼
以
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

た
と
受
け
止
め
た
が
、
う
が
ち
す
ぎ
か
。

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か

と
い
う
会
場
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紙
記
者
か

ら
の
質
問
に
外
相
は
、
政
権
が
打
ち
出
し

た
移
民
規
制
策
に
米
国
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

系
社
会
が
懸
念
を
伝
え
た
こ
と
を
紹
介
し

た
。
ま
た
、
歴
代
の
米
政
権
と
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
が
良
好
な
関
係
を
築
い
て
き
た
こ

と
、
ペ
ン
ス
副
大
統
領
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

系
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て「
新
政

権
と
は
建
設
的
な
対
話
を
続
け
て
い
き
た

い
」と
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
な
が
ら

も
、「
と
に
か
く
今
は
も
う
少
し
米
政
権

の
方
針
が
落
ち
着
く
の
を
待
つ
し
か
な

い
」と
不
安
も
に
じ
ま
せ
た
。
米
政
権
の

行
方
が
見
通
せ
な
い
不
安
は
ど
の
国
も
同

じ
な
の
だ
ろ
う
。

毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
　
大
木
　
俊
治

プ
ン
な
国
境
を
維
持
し
た
い
。（
今
後
の

英
国
と
Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
）他

の
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
は
２
国
間
の
特
殊
な
状
況

を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
る
」と
繰

り
返
し
た
。

　
一
方
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
が
米
誌
フ
ォ
ー
ブ
ス
に
欧
州
ト
ッ
プ

と
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
な
ど
、

英
国
に
欧
州
の
拠
点
を
置
い
て
き
た
日
本

の
金
融
・
保
険
企
業
に
と
っ
て
、
自
国
が

人
や
物
資
の
往

来
は
ど
う
な
る

の
か
、
よ
う
や

く
落
ち
着
い
た

北
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
和
平
に
ど
う

影
響
す
る
の

か
。
会
場
か
ら

の
質
問
に「
何

と
か
今
の
オ
ー

ウ
ィ
リ
ア
ム・レ
イ
シ
ー・ス
ウ
ィ
ン
グ

国
際
移
住
機
関（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）事
務
局
長

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
ス
ト
ー
ム
を

抜
け
出
す
た
め
の
課
題

　
世
界
の
移
民
は
約
10
億
人
。
う
ち
２
億

４
０
０
０
万
人
が
国
境
を
越
え
た
移
民

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口
よ
り
多
く
、

世
界
６
番
目
の
国
に
相
当
す
る
。
人
類
が

直
面
す
る
喫
緊
の
問
題
だ
が
、
状
況
は
悪

化
し
続
け
、『
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
ス
ト
ー
ム
』

（
複
数
の
厄
災
が
同
時
に
起
こ
る
破
滅
的

状
況
）の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
と
、
ス
ウ

ィ
ン
グ
事
務
局
長
は
警
告
し
た
。
中
東
や

ア
フ
リ
カ
で
紛
争
や
災
害
が
相
次
ぎ
な
が

ら
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が
遅
れ
、
欧

米
で
は
移
民
や
難
民
を
は
じ
め
外
国
人
に

対
す
る
嫌
悪
感
が
強
ま
り
、
政
府
も
排
他

的
な
動
き
を
抑
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た

状
況
を
懸
念
し
た
発
言
で
あ
る
。

　
米
国
生
ま
れ
の
82
歳
。
ベ
テ
ラ
ン
外
交

官
で
あ
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｍ
ト
ッ
プ
と
し
て
９
年

間
、
貧
困
や
差
別
か
ら
逃
れ
新
天
地
を
め

ざ
す
声
な
き
人
々
の
た
め
に
世
界
を
飛
び

ア
フ
リ
カ
各
国
で
大
使
を
歴
任
、
ア
フ
リ

カ
最
後
の
植
民
地
と
言
わ
れ
る
西
サ
ハ
ラ

で
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
団
長
を
務
め
、
過
酷
な

現
実
を
自
ら
の
目
で
見
つ
め
、
肌
で
感
じ

と
っ
た
体
験
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
で
は『
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
ス
ト
ー
ム
』

か
ら
ど
う
や
っ
て
抜
け
出
す
の
か
。
ス
ウ

ィ
ン
グ
事
務
局
長
は
、
克
服
す
べ
き
４
つ

の
課
題
を
挙
げ
た
。
１
つ
は「
災
害
や
紛

争
な
ど
人
道
危
機
と
気
候
変
動
へ
の
対

応
」。
２
つ
目
は「
人
口
動
態
の
変
化
へ

の
対
処
」。
人
口
が
減
少
し
労
働
力
が
不

足
す
る
先
進
国
に
、
若
年
層
が
増
え
続
け

る
途
上
国
か
ら
移
住
を
進
め
る
こ
と
。
３

つ
目
に「
多
様
性
の
あ
る
社
会
形
成
の
た

め
の
広
報
・
啓
蒙
活
動
」。
４
つ
目
が「
幅

広
い
議
論
」だ
と
い
う
。
移
民
や
難
民
に

関
す
る
議
論
が
負
の
側
面
か
ら
捉
え
ら
れ

て
い
る
と
し
て
、
移
住
が
歴
史
的
に
も
プ

ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
事
実
に

基
づ
い
た
議
論
を
訴
え
、
メ
デ
ィ
ア
の
責

任
に
も
言
及
し
た
。

　
昨
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
難
民
・

移
民
の
保
護
を
強
化
す
る
た
め
の「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
宣
言
」が
採
択
さ
れ
た
。
し
か

し
、
欧
米
で
は
そ
れ
に
逆
行
す
る
動
き
が

続
い
て
い
る
。「
欧
州
は
難
民
を
出
す
側

だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
」。
移
民
・

難
民
受
け
入
れ
に
慎
重
な
首
脳
た
ち
へ
の

苦
言
で
あ
る
。Ｎ

Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
二
村
　
伸

回
る
精
力
的

な
活
動
の
源

泉
は
、
ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
や

コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
な
ど
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内
堀

　雅
雄
　
福
島
県
知
事

東
日
本
大
震
災
６
年

「
光
と
影
」「
長
い
戦
い
」「
挑
戦
」

　
内
堀
雅
雄
知
事
は
東
日
本
大
震
災
６
年

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
３
つ
挙
げ
た
。

　
①
光
と
影
②
長
い
戦
い
③
挑
戦
。

　
①
の
光
は
、
た
と
え
ば
避
難
指
示
区
域

の
縮
小
だ
。
事
故
直
後
は
県
の
面
積
の
12

％
あ
っ
た
が
、
４
月
か
ら
は
約
３
％
に
な

る
。
農
産
物
か
ら
基
準
を
超
え
る
線
量
は

検
出
さ
れ
な
い
。
温
泉
も
日
本
酒
も「
日

本
一
」の
評
価
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
中
学

生
の
合
唱
も
全
国
ト
ッ
プ
だ
。

　
影
は
、
今
な
お
８
万
人
の
避
難
者
が
い

る
こ
と
。「
避
難
指
示
の
解
除
は
ゴ
ー
ル

で
な
く
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」と
い
う
現

実
。
昨
年
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地

域
に
戻
っ
た
住
民
は
１
割
ほ
ど
。
今
も
農

産
物
の
価
格
は
低
く
、
修
学
旅
行
生
は
約

５
割
し
か
戻
っ
て
い
な
い
。

　
実
情
を
語
り
な
が
ら
、
知
事
は
現
状
の

伝
え
方
の
難
し
さ
を
口
に
し
た
。

　
こ
ん
な
に
元
気
に
な
り
ま
し
た
よ
と
、

「
光
」を
語
れ
ば「
も
う
大
丈
夫
だ
ね
」と

言
わ
れ
て
風
化
が
進
む
。
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
ん
で
す
と
、「
影
」に
焦
点
を
当
て
れ

ば
風
評
被
害
が
積
み
重
な
る
。
そ
こ
で
丁

寧
に「
光
と
影
」の
両
方
を
語
る
と
、
何

が
何
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
反

応
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
じ
ゃ
あ
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
知
事
の
答
え
は「
１
回
、
来
て
み
て
く

だ
さ
い
」だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
県
の
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
は「
来
て
」の
２

文
字
だ
け
が
大
書
さ
れ
て
い
る
。

　
会
場
か
ら
は
、
質
問
が
相
次
い
だ
。

　
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
も
戻
ら
な
い

人
々
が「
自
主
避
難
者
」と
さ
れ
、
い
ず

れ
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
て
い
い
の
か
？
　

中
間
貯
蔵
施
設
は
ど
う
な
る
の
か
？
　
雇

用
創
出
策
は
大
丈
夫
か
？

　
聞
き
た
か
っ
た
の
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の

「
長
い
戦
い
」の
具
体
的
な
中
身
、
リ
ア

ル
な
現
場
の
話
、
県
が
果
た
す
べ
き
役
割

な
の
だ
と
い
う
雰
囲
気
が
漂
っ
た
。

　
知
事
は
真
摯
に
答
え
た
が
、
ど
こ
ま
で

理
解
が
広
が
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

よ
う
や
く
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
原
発
被

災
地
で
の「
挑
戦
」の
厳
し
さ
を
改
め
て

実
感
さ
せ
ら
れ
る
会
見
だ
っ
た
。

　
企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
社
論
説
委
員
　

坪
井
　
ゆ
づ
る

石
原

　慎
太
郎
　
元
東
京
都
知
事

侍
な
ら
ず
、

小
池
氏
へ
の
怨
念
深
し

　「
果
た
し
合
い
に
出
か
け
る
侍
」の
構

え
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
そ
ん
な
期
待

と
関
心
で
始
ま
っ
た
会
見
だ
が
、
出
て
き

た
の
は
、
問
題
の
核
心
に
対
す
る
吟
味
さ

れ
た
説
明
で
は
な
く
、
延
々
た
る
自
己
正

当
化
と
他
者
へ
の
責
任
転
嫁
で
あ
っ
た
。

い
な
か
っ
た
」「
専
門
家
に
任
せ
て
い
た
」。

　
瑕
疵
担
保
責
任
を
免
除
し
た
経
過
は
？

こ
こ
に
は
質
問
が
集
ま
っ
た
が
、
石
原
氏

か
ら
新
事
実
の
提
供
は
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
契
約
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、

も
っ
と
関
係
者
か
ら
独
自
に
聴
取
す
る
な

ど
事
実
解
明
に
協
力
す
べ
き
だ
、
と
の
再

三
の
指
摘
に
対
し
て
は
、「
で
は
、
調
べ

て
み
よ
う
」と
。
若
干
前
向
き
な
姿
勢
も

見
せ
た
。
会
見
の
唯
一
の
成
果
か
。

　
一
方
で
、自
己
主
張
は
存
分
に
さ
れ
た
。

知
事
と
し
て
の
作
為
責
任
は
認
め
る
が
、

協
力
、
賛
成
し
た
都
職
員
、
議
会
も
ま
た

同
罪
だ
。
と
同
時
に
、
責
め
ら
れ
る
べ
き

は
、
む
し
ろ
小
池
百
合
子
知
事
の
不
作
為

責
任
だ
。
豊
洲
移
転
は
科
学
的
に
問
題
は

な
く
、
風
評
で
遅
ら
せ
、
い
た
ず
ら
に
コ

ス
ト
を
膨
張
さ
せ
て
い
る
小
池
氏
に
対
し

て
こ
そ
、都
民
は
訴
訟
を
提
起
す
べ
き
だ
、

と
ま
で
語
っ
た
。
科
学
か
風
評
か
。
こ
の

問
題
提
起
だ
け
は
受
け
止
め
た
い
。

　
会
見
冒
頭
で
は
、
田
中
角
栄
氏
を
持
ち

出
し
、
脳
梗
塞
で
言
葉
を
失
い
疑
獄
を
抗

弁
せ
ぬ
ま
ま
逝
っ
た
氏
の
無
念
に
触
れ
、

自
ら
も
軽
い
脳
梗
塞
で
病
ん
だ
が
、
何
と

か
言
語
能
力
を
回
復
、
座
し
て
死
は
待
た

ず
、
と
強
調
し
た
。
恬
淡
と
し
た
老
侍
に

な
り
切
れ
ず
。
な
お
怨
念
を
糧
と
す
る
老

政
治
家
の
悲
哀
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
企
画
委
員
　
毎
日
新
聞
社
専
門
編
集
委
員

倉
重
　
篤
郎

っ
て
質
問
し
た
。
そ
の
数
は
18
件
。

　
た
だ
し
、
問
題
の
解
明
は
進
ま
ず
。

　
築
地
の
移
転
先
に
土
壌
汚
染
の
豊
洲
を

選
ん
だ
理
由
は
？
　「
知
事
就
任
時
の
既

定
路
線
だ
っ
た
し
、
専
門
家
は
今
の
技
術

な
ら
除
去
で
き
る
、
と
保
証
し
た
」

　
東
京
ガ
ス
と
の
交
渉
経
過
は
？
　
側
近

の
浜
渦
武
生
副
知
事（
当
時
）に
一
任
し

て
お
り
、「
大
ま
か
の
報
告
し
か
受
け
て

　
さ
す
が
と
思

わ
せ
た
点
は
、

石
原
氏
の
政
界

引
退
後
な
お
残

る
ニ
ュ
ー
ス
バ

リ
ュ
ー
だ
。
か

つ
て
な
い
ほ
ど

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ

が
林
立
し
、
各

局
リ
ポ
ー
タ
ー

た
ち
が
先
を
争
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宮
坂

　学
　
ヤ
フ
ー
社
長

働
き
方
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を

発
信
し
た
い

　
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
。
そ
れ
が
、
ヤ
フ
ー
ジ

ャ
パ
ン
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
。
宮
坂
学
社

長
は
自
社
を「
働
き
方
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

の
発
信
地
に
し
た
い
」と
意
気
込
む
。
疲

れ
切
っ
て
い
る
日
本
人
の
働
き
方
を
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
で
解
決
し
た
い
、
そ
れ
が
生
産

時
間
に
も
場
所
に
も
縛
ら
れ
な
い
。
こ
の

延
長
に
、
す
で
に
報
道
さ
れ
た「
ど
こ
で

も
オ
フ
ィ
ス
」や
、今
後
の
挑
戦
と
し
て
掲

げ
る
週
休
３
日
制
が
あ
る
。
前
者
は
、
月

に
５
日
、会
社
で
も
自
宅
や
喫
茶
店
で
も
、

好
き
な
場
所
で
働
け
る
制
度
だ
。
子
育
て

と
両
立
し
や
す
い
と
話
題
に
な
っ
た
。

　
背
景
に
は
、
日
本
の
労
働
者
の
生
産
性

に
対
す
る
危
機
感
が
あ
る
。
人
口
の
約
半

分
が
雇
わ
れ
、
そ
の
３
割
が
疲
れ
果
て
て

い
る
。
労
働
時
間
の
損
失
は
大
き
い
。
宮

坂
社
長
は「
こ
れ
で
景
気
が
良
く
な
る
は

ず
が
な
い
。
労
働
者
の
心
身
状
態
の
改
善

も
、
企
業
の
役
割
で
は
な
い
か
」と
話
す
。

　
現
実
に
は
課
題
も
多
い
。
オ
フ
ィ
ス
の

ク
ラ
ウ
ド
化
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
評
価
は
適
正
に
で
き
る

の
か
。
皆
が
時
間
も
場
所
も
自
由
な
ら
、

ど
う
突
発
事
態
に
対
応
す
る
の
か
。
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
働
け
る
と
逆
に
、
休
日

や
時
間
外
労
働
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。
働
く
場
所
を
自
由
に
し
た
一
方
、
週

に
一
度
の
部
下
と
の
個
人
面
談
を
課
さ
れ

た
管
理
職
は
、
負
担
が
増
し
て
い
る
は
ず

だ
。

　
そ
れ
で
も
宮
坂
社
長
の
挑
戦
を
歓
迎
し

た
い
。
少
な
く
と
も
働
き
手
は
、
時
間
・

場
所
を
含
め
て
、
ど
う
働
く
か
を
考
え
直

さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
労
働
者
自
身
の

意
識
改
革
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

朝
日
新
聞
出
身
　
長
友
　
佐
波
子

月
か
ら
社
員
の
新
幹
線
通
勤
を
解
禁
し

た
。
満
員
電
車
に
揺
ら
れ
る
よ
り
、
は
る

か
に
ス
ト
レ
ス
は
低
い
。
実
際
に
軽
井
沢

か
ら
新
幹
線
で
通
う
執
行
役
員
も
い
る
と

い
う
。
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
座
れ
さ
え

す
れ
ば
、
通
勤
時
間
も
貴
重
な
労
働
時
間

に
変
え
ら
れ
る
。

　
根
底
に
は
、
職
場
は
、
本
社
と
い
う
リ

ア
ル
な
場
所
で
は
な
く
ク
ラ
ウ
ド
上
に
あ

る
、
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

性
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
、
と

み
る
。

　
会
見
で
宮
坂

社
長
が
繰
り
返

し
た
の
は
、「
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

よ
る
」働
き
方

の
変
革
だ
。
例

え
ば
、
昨
年
10

永
野

　健
二
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

現
場
か
ら
迫
る
経
済
バ
ブ
ル

　
書
店
に
入
る
。
バ
ブ
ル
本
ブ
ー
ム
の
関

連
書
籍
が
並
ぶ
。

　
そ
の
中
に
ド
ン
と
構
え
て
い
る
の
が
永

野
健
二
さ
ん
の『
バ
ブ
ル
』だ
。
永
野
さ

ん
の
本
を「
白
バ
ブ
ル
」、
大
手
銀
行
元

幹
部
の
回
顧
録
な
ど
を「
黒
バ
ブ
ル
」と

呼
ぶ
の
だ
そ
う
だ
が
、
装
丁
の
色
彩
に
由

「
現
場
」か
ら
バ
ブ
ル
を
語
り
、
そ
の
上

で
こ
れ
ら
21
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
造
の
中

に
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　「
伝
説
の
記
者
」と
異
名
を
と
る
永
野

さ
ん
は
日
本
経
済
新
聞
社
の
証
券
部
育
ち

だ
。

　
市
場
と
い
う
資
本
主
義
の
心
臓
部
で
マ

ク
ロ
、
ミ
ク
ロ
両
面
か
ら
資
金
の
流
れ
を

取
材
す
る
こ
と
で
鍛
え
ら
れ
た
日
本
経
済

に
対
す
る
観
察
眼
。

　「
生
き
た
人
間
の
物
語
と
し
て
、
バ
ブ

ル
を
語
り
た
い
」と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
精
神
。

　
こ
れ
ら
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
書
の
魅
力
が
倍
加
し
た
と
言
え
ば
褒
め

す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

　
バ
ブ
ル
発
生
の
真
因
は
何
か
。「
や
は

り
ユ
ー
フ
ォ
リ
ア（
熱
狂
）な
の
だ
ろ
う
」

と
永
野
さ
ん
は
言
う
。「
は
ま
っ
た
ら
止

ま
ら
な
い
。
理
屈
じ
ゃ
な
い
」

　
さ
ま
ざ
ま
な
顔
ぶ
れ
が
集
ま
っ
た
会
場

か
ら
は「
日
経
も
バ
ブ
ル
を
あ
お
っ
た
よ

ね
」と
い
う
厳
し
い
質
問
が
飛
ん
だ
。
永

野
さ
ん
は「（
日
経
の
）証
券
部
に
は
相
当

な
警
戒
感
が
あ
っ
た
」と
断
っ
た
上
で
、

１
９
８
７
年
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ（
日
本
電
信
電

話
）株
式
上
場
フ
ィ
ー
バ
ー
以
降
は「
株

価
が
伸
び
る
と（
新
聞
の
）部
数
も
増
え

た
か
ら
な
あ
」と
正
直
な
コ
メ
ン
ト
も
。

充
実
の
90
分
間
だ
っ
た
。

時
事
通
信
社
解
説
委
員
　
軽
部
　
謙
介

へ
の
郷
愁
な
の
か
。
そ
れ
と
も
新
た
な
危

機
の
に
お
い
が
す
る
か
ら
な
の
か
。

　「
安
倍
さ
ん（
晋
三
首
相
）の
故
な
い
明

る
さ
、
の
っ
ぺ
り
と
し
た
合
理
性
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」と
永
野

さ
ん
。
本
書
の
冒
頭
で
も「
安
倍
政
権
の

発
足
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
動
き
は
、
バ
ブ

ル
の
序
章
で
あ
る
」と
断
言
し
た
。

　「
三
菱
重
工
Ｃ
Ｂ
事
件
」「
尾
上
縫
と
日

本
興
業
銀
行
」な
ど
人
間
く
さ
い
個
別
の

来
す
る
だ
け
な

の
だ
ろ
う
か
と

思
っ
て
し
ま

う
。

　
な
ぜ
今
バ
ブ

ル
本
が
相
次
い

で
出
版
さ
れ
、

そ
れ
な
り
に
売

れ
て
い
る
の

か
。
あ
の
時
代
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古
川

　勝
久
　

国
連
北
朝
鮮
制
裁
委
員
会
元
専
門
家
パ
ネ
ル
メ
ン
バ
ー

マ
レ
ー
シ
ア
、
北
朝
鮮
制
裁
の

抜
け
穴
に

独
・
仏
・
オ
ラ
ン
ダ

３
カ
国
駐
日
大
使

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
抗
し
て

　
北
朝
鮮
に
対
す
る
制
裁
を
国
連
加
盟
国

が
履
行
し
て
い
る
か
。
古
川
氏
は
安
保
理

専
門
家
パ
ネ
ル
の
メ
ン
バ
ー
を
４
年
半
務

め
、
そ
の
リ
ポ
ー
ト
作
成
に
加
わ
っ
た
。

　
ま
ず
金
正
男
氏
殺
害
事
件
が
起
き
た
マ

　
壇
上
の
３
人
は
一
様
に
安
堵
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
た
。
会
見
前
日
の
３
月
16
日

（
日
本
時
間
）、
オ
ラ
ン
ダ
下
院
選
挙
の
結

果
が
判
明
。
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）離
脱
を

掲
げ
る
極
右
の
自
由
党
が
伸
び
悩
み
、
与

党
が
第
１
党
を
維
持
し
た
影
響
だ
ろ
う
。

　
欧
州
統
合
の
節
目
で
あ
る
ロ
ー
マ
条
約

の
調
印
60
周
年
を
記
念
す
る
会
見
に
臨
ん

だ
の
は
、
欧
州
選
挙
イ
ヤ
ー
の
焦
点
の
国

オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
駐
日

に
な
っ
て
い
る
。
十
数
年
前
に
は
貨
物
船

に
武
器
を
積
載
し
、
そ
の
上
か
ら
食
糧
や

セ
メ
ン
ト
が
入
っ
た
袋
で
覆
う
と
い
う
稚

拙
な
や
り
方
だ
っ
た
が
、
今
は
部
品
に
小

分
け
し
、
し
か
も
１
つ
ず
つ
は
問
題
が
な

さ
そ
う
な
民
生
品
の
状
態
で
送
る
。
搬
入

先
で
組
み
立
て
て
武
器
や
軍
事
物
資
に
姿

を
変
え
る
。
北
朝
鮮
は
型
式
が
古
い
武
器

を
生
産
し
修
理
も
請
け
負
う
か
ら
、
中
東

や
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
国
か
ら
の
注
文
は
続

く
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
各
国
を
調
査
し
た

が
、
政
府
は
大
体
非
協
力
的
で
情
報
を
出

し
渋
る
し
、
税
関
職
員
に
は
不
法
な
輸
出

入
品
を
見
抜
く
知
識
が
足
り
な
い
。
制
裁

の
鍵
を
握
る
の
は
中
国
だ
が
、
中
央
政
府

が
制
裁
の
必
要
性
を
認
め
て
も
、
地
方
政

府
や
税
関
は
ま
だ
意
識
が
低
い
の
が
現
実

だ
。
北
朝
鮮
の
軍
事
物
資
に
は
日
本
の
民

生
用
機
材
が
使
わ
れ
、
海
外
で
生
産
さ
れ

た
物
も
多
い
と
推
測
さ
れ
る
が
、
日
本
政

府
は
も
う
少
し
監
視
と
追
跡
に
本
腰
を
入

れ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　
北
朝
鮮
の
核
、
ミ
サ
イ
ル
問
題
は
外
交

で
の
解
決
が
必
要
だ
と
の
見
解
を
示
し
た

が
、
外
交
交
渉
を
う
ま
く
進
め
る
た
め
に

も
、
制
裁
の
調
査
を
十
分
に
行
い
北
朝
鮮

に
不
法
の
実
態
を
は
っ
き
り
突
き
つ
け
る

こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
た
。

　
企
画
委
員
　
東
京
新
聞
論
説
委
員山

本
　
勇
二

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
源
泉
で
あ
る
大
衆
層
の

不
安
や
不
満
と
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と

の
重
要
性
だ
。

　
選
挙
を
終
え
た
ば
か
り
の
オ
ラ
ン
ダ
の

大
使
は
、
極
右
が
第
２
党
と
な
っ
た
現
実

を
真
剣
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
述

べ
た
。
４
～
５
月
の
大
統
領
選
で
極
右
、

国
民
戦
線（
Ｆ
Ｎ
）の
躍
進
が
予
想
さ
れ

る
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
は
、
Ｅ
Ｕ
官
僚
と
市

民
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
現
在
の
政
治
状
況

を
招
い
た
と
分
析
。「（
人
々
の
）懸
念
を

拒
絶
し
て
は
な
ら
な
い
。
欧
州
人
と
し
て

Ｅ
Ｕ
に
関
与
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
、
対
話
が
必
要
だ
」と
述
べ
た
。

　
英
国
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
決
め
、
さ
ら
に
各

国
で
Ｅ
Ｕ
へ
の
不
満
が
く
す
ぶ
る
中
、
統

合
プ
ロ
セ
ス
の
立
て
直
し
は
喫
緊
の
課
題

だ
。
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
大
使
は
、
全

加
盟
国
が
一
律
の
統
合
を
進
め
る
原
則
を

見
直
し
、
条
件
の
整
っ
た
国
か
ら
統
合
を

深
化
さ
せ
る「
統
合
速
度
の
多
様
化
」を

訴
え
た
。
だ
が
、
こ
の
や
り
方
は
Ｅ
Ｕ
内

に「
二
流
国
」を
生
み
出
す
と
し
て
、
東

欧
諸
国
か
ら
反
発
が
出
て
い
る
。

　
第
２
次
大
戦
の
反
省
か
ら
出
発
し
、「
歴

史
的
実
験
」と
も
い
わ
れ
る
欧
州
統
合
に

は
、
債
務
危
機
や
難
民
流
入
、
テ
ロ
な
ど

の
問
題
も
横
た
わ
る
。
ロ
ー
マ
条
約
60
年

は
、
間
違
い
な
く
Ｅ
Ｕ
の
今
後
を
占
う
岐

路
の
年
と
な
り
そ
う
だ
。

共
同
通
信
社
編
集
委
員
　
軍
司
　
泰
史

察
の
取
り
締
ま
り
は
実
に
手
ぬ
る
い
も
の

だ
っ
た
。
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
人
実
業
家
は

北
朝
鮮
と
親
交
が
あ
り
労
働
者
10
人
を
勤

務
実
態
の
な
い
ま
ま
雇
用
し
て
い
た
。
こ

の
中
に
は
事
件
関
与
を
疑
わ
れ
る
人
物
も

含
ま
れ
て
い
た
。
今
回
の
事
件
で
マ
レ
ー

シ
ア
は
被
害
者
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
は
北
朝
鮮
と
長
年
の
な
れ
合
い
が

生
ん
だ
結
果
だ
と
厳
し
く
指
摘
し
た
。

　
北
朝
鮮
の
武
器
輸
出
は
ま
す
ま
す
巧
妙

レ
ー
シ
ア
の
事

例
を
紹
介
し

た
。
北
朝
鮮
の

不
法
ビ
ジ
ネ
ス

の
フ
ロ
ン
ト
企

業
が
い
く
つ
も

あ
り
、
工
作
活

動
の
拠
点
に
な

っ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
が
、
警

大
使
。
質
問

は
必
然
的
に

欧
米
政
治
を

揺
さ
ぶ
る
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム

（
大
衆
迎
合

主
義
）に
抗

し
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に

欧
州
建
設
を

進
め
る
か
に

集
中
し
た
。

　
各
大
使
が

強
調
し
た
の

は
、
政
府
や

主
要
政
党
が

左
か
ら
ア
ル
ト
・
ヤ
コ
ビ
蘭
大
使
、

ハ
ン
ス
・
カ
ー
ル
・
フ
ラ
イ
ヘ
ア
・

フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
テ
ル
ン
独
大
使
、

テ
ィ
エ
リ
ー
・
ダ
ナ
仏
大
使
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飯
島

　勲
　
内
閣
官
房
参
与

公
明
に
睨
み
利
か
せ
る

〝
安
倍
政
権
の
用
心
棒
〟

　「
特
命
担
当
の
内
閣
官
房
参
与
」と
は

ど
ん
な
仕
事
な
の
か
。
肩
書
を
聞
い
て
も

さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
あ
え
て
、
こ
う

翻
訳
し
た
い
。「
安
倍
政
権
の
用
心
棒
」

と
。
本
人
は
怒
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

わ
も
て
の
風
貌
も
含
め
、
ま
る
き
り
見
当

代
弁
し
た
わ
け
だ
。

　
築
地
市
場
に
は
放
射
能
を
浴
び
た
第
五

福
竜
丸
の
マ
グ
ロ
が
埋
ま
っ
て
い
て
、
建

物
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
、
ネ
ズ
ミ

が
５
０
０
０
匹
も
い
る
。
こ
ん
な
話
も
し

た
。
豊
洲
へ
の
移
転
の
遅
れ
が
都
民
に
も

た
ら
す
弊
害
に
心
を
痛
め
る
風
を
装
い
つ

つ
、
小
池
＝
公
明
の
連
携
に
く
さ
び
を
打

ち
込
み
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
な
ど
な
ど
話
半
分
に
聞
い
て
い
た
が
、

政
権
の
思
惑
が
見
え
隠
れ
す
る
言
い
回
し

も
結
構
あ
っ
た
。

　「
忖
度
は
あ
っ
た
の
か
」。
森
友
学
園
問

題
を
め
ぐ
り
、
こ
う
質
問
さ
れ
る
と
、
そ

れ
ま
で
の
冗
舌
か
ら
一
転
し
て「
頭
が
悪

い
か
ら
言
葉
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
」と
し
か
答
え
な
か
っ
た
。

　
と
ぼ
け
た
？
　
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

小
池
＝
公
明
問
題
に
比
べ
た
ら
、
森
友
学

園
問
題
な
ど
打
撃
と
は
思
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

　
恒
例
の
揮
ご
う
は「
広
大
無
辺
」と
記

し
た
。
意
味
す
る
と
こ
ろ
は「
い
ま
の
政

治
の
現
実
は
ひ
と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き

よ
う
が
な
い
。計
り
知
れ
な
い
怖
い
状
況
」

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
だ
が
、
む
し
ろ
冒
頭

の
疑
問
へ
の
答
え
に
聞
こ
え
た
。
政
権
守

る
た
め
な
ら
ば
ど
こ
へ
で
も
出
張
る
ぞ
、

と
い
う
…
…
。

　
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
兼
論
説
委
員

大
石
　
格

は
こ
の
発
言
だ
。
含
意
が
あ
る
は
ず
だ
。

ド
ラ
マ
に
出
て
く
る
用
心
棒
が「
月
夜
の

晩
だ
け
じ
ゃ
な
い
ぞ
」と
い
え
ば
、「
親

分
に
逆
ら
う
な
」と
い
う
意
味
だ
。

　
す
わ
６
月
解
散
か
、
と
騒
ぐ
向
き
も
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
主
眼
は
解
散
時
期
な
の

か
。
要
す
る
に
公
明
党
に「
小
池
百
合
子

東
京
都
知
事
と
仲
良
く
す
る
な
」と
い
い

た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
安
倍
晋
三
首
相
が

お
お
っ
ぴ
ら
に
い
う
と
角
が
立
つ
の
で
、

外
れ
で
は
あ
る

ま
い
。

　「
思
い
切
っ

て
都
議
選
の
投

開
票
に
合
わ
せ

た
衆
院
解
散
に

打
っ
て
出
る
の

が
一
番
望
ま
し

い
」。
会
見
で

注
目
さ
れ
た
の

　
２
０
１
４
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
マ
ラ
ラ
さ
ん
銃
撃
事
件
は
ま
だ
記

憶
に
新
し
い
。
パ
キ
ス
タ
ン
出
身
の
彼
女

が
命
を
か
け
た「
教
育
を
受
け
た
い
」と

い
う
訴
え
は
、
こ
の
国
の
過
酷
な
状
況
を

雄
弁
に
語
っ
て
い
た
。

　
そ
の
パ
キ
ス
タ
ン
で
撮
ら
れ
た
最
新
の

映
画
が
こ
れ
だ
。
わ
が
国
で
同
国
の
映
画

が
公
開
さ
れ
る
の
は
初
め
て
だ
と
い
う
。

映
画
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
10
歳
の
少
女
ザ

イ
ナ
ブ
が
向
き
合
う「
敵
」は
、
マ
ラ
ラ

さ
ん
が
立
ち
向
か
っ
た
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

で
は
な
い
。
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
麓
に
ひ

し
め
く
部
族
の
因
習
で
あ
る
。

　
母
と
２
人
で
ひ
っ
そ
り
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
た
ザ
イ
ナ
ブ
だ
が
、
部
族
間
の
ト
ラ

ブ
ル
解
決
の
た
め
、「
生
贄
」の
よ
う
に

相
手
部
族
の
長
老
と
の
結
婚
を
強
い
ら
れ

る
。
し
か
も
相
手
は「
祖
父
」の
よ
う
な

年
齢
。
も
し
こ
の
鉄
の
掟
に
逆
ら
え
ば
死

が
待
っ
て
い
る
。

　
若
く
美
し
い
母
ア
ッ
ラ
ラ
キ
は
、
15
歳

の
時
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
。「
自

分
と
同
じ
思
い
を
娘
に
味
わ
わ
せ
た
く
な

い
」。
苦
渋
の
決
断
を
し
た
母
は
結
婚
式

の
当
日
、
逃
走
と
い
う
大
胆
な
行
動
に
出

る
。
乾
き
き
っ
た
砂
塵
の
中
を
２
人
は
必

転
す
る
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
な
ト
ラ
ッ
ク
で

山
脈
の
中
の
一
本
道
を
ひ
た
走
る
光
景

は
、
な
ぜ
か
哀
愁
を
奏
で
る
。

　
マ
ラ
ラ
さ
ん
や
、最
近
、失
踪
後
初
め
て

姿
を
現
し
た「
ア
フ
ガ
ン
の
少
女
」。
映

画
を
通
じ
て
こ
の
２
人
に
共
通
し
た
ザ
イ

ナ
ブ
の
目
の
輝
き
を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
。

毎
日
新
聞
出
身
　
渡
辺
　
良
行

カラコルム山脈に描かれる
「走る悲しみ」

娘よ

死
に
逃
げ
る
。
掟
か
ら
逃
れ
、
自
由
を

つ
か
む
た
め
に
。

　
こ
う
書
く
と
サ
ス
ペ
ン
ス
風
だ
が
、

こ
れ
は
実
話
に
基
づ
い
た
映
画
で
あ

る
。
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
た
の
は
女
性
監

督
の
ア
フ
ィ
ア
・
ナ
サ
ニ
エ
ル
さ
ん
。

女
性
ゆ
え
に
も
て
あ
そ
ば
れ
る
運
命

は
、
彼
女
だ
か
ら
こ
そ
描
き
き
れ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
背
景
に
広
が
る
カ

ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
美
し
さ
は
ど
う
だ
ろ

う
。
切
り
立
っ
た
岸
壁
、
青
い
空
に
映

え
る
高
い
峰
々
。
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

２
人
を
助
け
る
若
い
男
と
の
道
行
き
が

映
画
に
味
を
添
え
る
が
、
そ
の
彼
が
運

ⓒ2014-2016 D
ukhtar Productions, LLC

東
京
・
神
保
町
の
岩
波
ホ
ー
ル
ほ
か
全
国
で
公
開
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森
友
学
園
　
国
有
地
売
却
問
題�

吉
村

　治
彦（
朝
日
新
聞
社
）

そ
れ
は
、
１
本
の
電
話
か
ら
始
ま
っ
た

　
　
真
相
は
い
ま
だ
闇
の
中

「
８
億
円
余
り
も
値
引
き
さ
れ
１
億
３

４
０
０
万
円
に
。
想
定
外
の
大
幅
な
値
下

げ
に
、
そ
の
当
時
は
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り

い
た
し
ま
し
た
」

３
月
23
日
に
開
か
れ
た
衆
参
両
院
の
証

人
喚
問
で
、
渦
中
の
森
友
学
園
の
籠
池
泰

典
氏
が
証
言
し
た
。
委
員
会
室
で
傍
聴
し

て
い
た
私
に
は
、
証
言
が
真
実
か
ど
う
か

は
と
も
か
く
、
緊
迫
し
た
覚
悟
の
よ
う
な

も
の
は
伝
わ
っ
て
き
た
。

私
と
同
僚
記
者
が
森
友
学
園
へ
の
国
有

地
売
却
問
題
の
記
事
を
初
め
て
書
い
た
の

は
２
月
９
日
付
。
き
っ
か
け
は
大
阪
府
豊

中
市
の
取
材
先
か
ら
数
カ
月
前
に
か
か
っ

て
き
た
１
本
の
電
話
だ
っ
た
。
豊
中
市
が

以
前
に
公
園
用
地
と
し
て
取
得
を
希
望
し

断
念
し
た
国
有
地
が
あ
る
が
、
あ
る
学
校

法
人
に
売
却
さ
れ
た
よ
う
だ
、
ど
う
や
ら

政
治
家
と
縁
の
深
い
法
人
で
、
し
か
も
財

務
省
近
畿
財
務
局
が
売
却
金
額
を
非
公
表

に
し
て
い
る
、
と
い
う
。

近
畿
財
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
過

去
３
年
間
に
売
却
さ
れ
た
案
件
の
一
覧
を

調
べ
る
と
、
確
か
に
非
公
表
は
森
友
学
園

だ
け
だ
っ
た
。
１
９
９
９
年
の
旧
大
蔵
省

理
財
局
長
通
達
で
、
売
却
価
格
は
公
表
が

原
則
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
情
報
公
開

請
求
を
し
て
も
、
価
格
や
契
約
内
容
は
黒

塗
り
さ
れ
て「
不
開
示
」だ
っ
た
。

「
な
ぜ
、
そ
こ
ま
で
伏
せ
る
必
要
が
あ

る
の
か
」。財
務
局
に
取
材
す
る
と
、「
学
園

側
か
ら
非
公
表
を
強
く
要
望
さ
れ
た
。
学

校
運
営
に
影
響
す
る
の
で
非
公
表
に
し
た
」

と
な
ん
と
も
不
可
解
な
説
明
だ
っ
た
。

購
入
価
格
を
公
開
さ
れ
て
い
る
他
の
学

校
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
に
取
材
す
る

と
、「
財
務
局
か
ら
は
国
有
財
産
な
の
で

公
表
し
ま
す
ね
と
言
わ
れ
た
」「
国
有
地
は

売
却
価
格
の
公
表
が
当
然
で
し
ょ
う
」と

答
え
た
。

籠
池
夫
妻
ヘ
ア
タ
ッ
ク
、
取
材
が
実
現

情
報
公
開
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
自
力
で

調
べ
る
し
か
な
い
。
土
地
の
登
記
簿
を
と

っ
た
り
関
係
者
や
複
数
の
公
的
機
関
に
話

を
聞
い
た
り
し
て
、
売
却
価
格
は
登
記
簿

に
記
さ
れ
た「
買
い
戻
し
特
約
」と
同
じ

１
億
３
４
０
０
万
円
で
ほ
ぼ
間
違
い
な
い

と
感
触
を
得
た
。
近
隣
の
同
規
模
の
国
有

地
が
豊
中
市
に
約
14
億
円
で
売
却
さ
れ
て

い
た
こ
と
や
、
別
の
学
校
法
人
が
同
地
の

購
入
を
希
望
し
て
７
億
円
前
後
の
金
額
を

提
示
し
た
の
に
、
財
務
局
と
折
り
合
い
が

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。
不
自

然
す
ぎ
る
。

森
友
学
園
は
当
初
、
取
材
を
申
し
込
ん

で
も「
朝
日
新
聞
は
嫌
い
」と
応
じ
な
か

っ
た
。
し
か
し
財
務
局
が
事
情
を
明
か
さ

な
い
以
上
、
学
園
の
籠
池
氏
に
聞
か
な
け

れ
ば
、
売
買
の
経
緯
が
分
か
ら
な
い
。
２

月
初
め
、
同
僚
記
者
と
大
阪
市
内
で
学
園

が
運
営
す
る
幼
稚
園
を
訪
問
す
る
と
、
園

長
室
に
通
さ
れ
、
籠
池
氏
と
副
園
長
の
妻

が
取
材
に
応
じ
た
。

第
一
印
象
は「
よ
く
い
る
大
阪
の
お
っ

ち
ゃ
ん
」。
記
者
の
質
問
に
ぽ
ん
ぽ
ん
と

答
え
、
言
葉
を
荒
ら
げ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
登
記
簿
な
ど
を
も
と
に
詰
め
る
と
、

売
却
価
格
が
１
億
３
４
０
０
万
円
だ
と
認

め
た
。
財
務
局
が
売
却
価
格
を
非
公
表
と

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
籠
池
氏
は「（
非

公
表
を
）強
く
求
め
て
い
な
い
」と
説
明

し
た
。

財
務
局
は
２
月
９
日
の
報
道
後
、
籠
池

氏
の
了
承
を
得
た
と
し
て
、
売
却
価
格
を

一
転
し
て
公
表
。
土
地
の
鑑
定
価
格
約
９

億
円
か
ら
ご
み
の
撤
去
費
と
し
て
約
８
億

円
を
差
し
引
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。報

道
か
ら
数
日
後
、
再
び
籠
池
氏
に
取

材
し
た
が
、
前
回
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
厳

し
い
表
情
だ
っ
た
。安
倍
晋
三
首
相
の
妻
・

昭
恵
氏
が
名
誉
校
長
に
就
任
し
、「
安
倍

晋
三
記
念
小
学
校
」の
名
前
で
寄
付
を
募

っ
た
時
期
が
あ
る
と
認
め
つ
つ
、
そ
の
時

は
昭
恵
夫
人
を
擁
護
し
な
が
ら「
よ
こ
し

ま
な
こ
と
は
一
切
な
い
」と
語
っ
た
。
た

だ
、
ご
み
は
一
部
し
か
撤
去
し
て
い
な
い

と
認
め
た
。

国
有
地
の
売
却
問
題
で
初
報
を
出
す
前

か
ら
、
大
阪
社
会
部
の
教
育
担
当
の
記
者

も
、
学
園
の
幼
稚
園
で
の
在
日
外
国
人
へ

の
差
別
疑
惑
な
ど
に
つ
い
て
取
材
し
て
い

た
。
初
報
を
出
し
た
後
は
、
東
京
社
会
部

や
政
治
部
な
ど
と
も
連
携
し
て
取
材
班
を

立
ち
上
げ
、
記
事
を
出
稿
し
て
い
っ
た
。

初
報
か
ら
２
カ
月
、
疑
問
尽
き
ず

定
期
借
地
か
ら
分
割
払
い
の
売
買
に
切

り
替
わ
っ
た「
ウ
ル
ト
ラ
Ｃ
」と
も
言
わ

れ
る
異
例
の
土
地
取
引
の
経
緯
や
、
寄
付

金
に
大
き
く
頼
る
学
園
の
財
務
状
況
、
大

阪
府
私
学
審
議
会
が
条
件
付
き
で
小
学
校

の
設
置
認
可
を
適
当
と
し
た
背
景
な
ど
、

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
新
た
な
疑
問
点
が

浮
か
ん
だ
。

２
月
17
日
に
安
倍
首
相
が「
私
や
妻
が

関
係
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

首
相
も
国
会
議
員
も
辞
め
る
」と
衆
院
予

算
委
員
会
で
述
べ
、
野
党
が
追
及
を
始
め

る
と
、
他
の
新
聞
や
テ
レ
ビ
各
社
の
報
道

も
次
第
に
熱
を
帯
び
て
い
っ
た
。
政
治
家

が
関
与
し
て
い
た
の
か
に
加
え
、
財
務
省

に
よ
る
面
会
記
録
の
廃
棄
、
学
園
側
の
補

助
金
不
正
疑
惑
、
昭
恵
夫
人
に
対
す
る
官

僚
の
忖
度
は
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
問
題
が

多
岐
に
広
が
り
、
安
倍
政
権
の
足
元
を
揺

る
が
す
事
態
に
発
展
し
た
。
い
ま
だ
に
真

相
は
見
え
ず
、
取
材
を
続
け
て
い
る
。

よ
し
む
ら
・
は
る
ひ
こ
▼
２
０
０
０
年
入
社
　

広
島
　
佐
賀
の
両
総
局
な
ど
を
経
て
　
14
年
か

ら
大
阪
社
会
部

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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経
産
省
施
錠
問
題�

吉
田

　通
夫（
東
京
新
聞
）

閉
ざ
さ
れ
た
扉
に
阻
ま
れ
た
取
材

　
　
知
る
権
利
の
た
め
撤
回
要
求
続
け
る

　
森
友
学
園
の
籠
池
泰
典
氏
は
３
月
23

日
、
国
会
の
証
人
喚
問
で
、
安
倍
昭
恵
総

理
夫
人
に
国
有
地
取
得
を
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
夫
人
付
き
だ
っ
た
政
府
職
員
、
谷
査

恵
子
氏
か
ら
フ
ァ
ク
ス
で
返
信
を
も
ら
っ

た
と
述
べ
た
。
谷
氏
は
所
属
元
の
経
済
産

業
省
に
戻
っ
て
お
り
、
各
社
は
所
属
部
署

の
前
に
張
り
込
ん
だ
。
が
、
施
錠
さ
れ
た

扉
に
阻
ま
れ
、
在
室
は
確
認
で
き
な
い
。

今
ま
で
は
施
錠
は
な
く
、
扉
を
そ
っ
と
開

け
る
こ
と
も
で
き
た
の
に
―
。

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
１
カ
月
半
前
、
２
月

27
日
に
施
錠
が
始
ま
っ
た
。
経
産
省
は

「
情
報
管
理
を
徹
底
す
る
」と
、
全
執
務

室
を
施
錠
す
る
と
発
表
し
た
。
同
時
に
新

聞
や
テ
レ
ビ
、
通
信
社
23
社
が
加
盟
す
る

経
済
産
業
記
者
会
に
は
、
若
月
一
泰
広
報

室
長
名
で「
取
材
対
応
は
従
来
と
変
わ
ら

な
い
」と
の
文
書
が
貼
り
出
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
気
軽
に
話
を
聞
け

て
い
た
課
長
補
佐
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
課
長
じ
ゃ
な
い
と
…
」
と
断
ら
れ
た
。

他
社
の
記
者
も「
取
材
対
応
が
鈍
く
な
っ

た
」と
嘆
い
た
。

　
実
は
文
書
貼
り
出
し
の
数
日
前
に
、「
裏

メ
ニ
ュ
ー
」（
経
産
省
職
員
）と
し
て
、
職

員
に
報
道
対
応
を
厳
し
く
す
る
よ
う
広
報

室
長
名
で
通
達
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
内
容
は
▽
取
材
は
執
務
室
で
は
な
く
応

接
ス
ペ
ー
ス
で
受
け
る
▽
取
材
に
は
複
数

で
対
応
し
、
議
事
録
を
と
っ
て
広
報
室
に

報
告
す
る
▽
夜
討
ち
朝
駆
け
は
で
き
る
だ

け
受
け
ず
、
受
け
た
ら
広
報
に
報
告
す
る

―
な
ど
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
広
報
部
報
道
担
当
課
長
だ
っ
た

世
耕
弘
成
経
済
産
業
相
の
発
案
と
い
う
。

世
耕
氏
は
就
任
当
初
か
ら
庁
舎
管
理
と
報

道
対
応
の
厳
格
化
に
意
欲
的
だ
っ
た
。
週

刊
誌
の「
安
倍
晋
三
首
相
と
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
の
首
脳
会
談
に
向
け
た
内
部
資
料

を
、経
産
省
の
幹
部
が
漏
ら
し
た
」と
の
報

道
も
ル
ー
ル
の
厳
格
化
を
後
押
し
し
た
。

記
者
会
が
猛
反
発 

厳
格
化
は
事
実
上
な
か
っ
た
こ
と
に

　
取
材
へ
の
規
制
は
、
読
者
や
視
聴
者
、

ひ
い
て
は
国
民
の
知
る
権
利
に
応
え
る
わ

れ
わ
れ
記
者
に
と
っ
て
、
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
。
経
済
産
業
記
者
会
は
２
月
27
日
か

ら
何
度
も
ク
ラ
ブ
総
会
を
開
い
て
対
応
を

話
し
合
い
、経
産
省
に
撤
回
を
要
求
し
た
。

　
翌
28
日
に
は
若
月
広
報
室
長
に
記
者
会

見
を
求
め
て
説
明
さ
せ
、
各
社
は「
自
由

闊
達
が
売
り
の
経
産
省
が
扉
を
閉
ざ
し
て

ど
う
す
る
」「
職
員
が
心
理
的
に
も
萎
縮
し

て
い
る
」な
ど
と
追
及
し
た
。
経
産
省
は

施
錠
を
撤
回
せ
ず
、
取
材
対
応
の
厳
格
化

も「
内
部
の
こ
と
な
の
で
」と
、
通
達
し

た
事
実
自
体
を
認
め
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
し
つ
こ
く
抗
議
を
続
け
た
か

ら
か
、
28
日
付
で
菅
原
郁
郎
事
務
次
官
が

「
報
道
取
材
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」と
の

内
部
通
達
を
出
し
、
取
材
に
は
迅
速
に
責

任
を
持
っ
て
対
応
す
る
よ
う
徹
底
し
た
。

　
事
情
を
知
る
職
員
は「
ク
ラ
ブ
の
猛
反

発
を
受
け
て
、
取
材
対
応
の
厳
格
化
は
な

か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
」と

言
う
。
別
の
幹
部
職
員
も「
経
産
省
は
ダ

メ
だ
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
元
に
戻
す
。
わ
れ

わ
れ
の
仕
事
は
、
皆
さ
ん
を
含
め
外
部
と

の
意
見
交
換
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
」

と
解
説
し
た
。
職
員
た
ち
の
良
識
を
信
じ

た
い
。

い
ま
だ
続
く
施
錠 

密
室
化
で
な
く
透
明
化
を

　
し
か
し
施
錠
に
つ
い
て
は
、
一
向
に
撤

回
す
る
兆
し
が
な
い
。

　
く
し
く
も
国
会
で
は
、
防
衛
省
が
受
け

た
情
報
開
示
請
求
に
対
し
、
南
ス
ー
ダ
ン

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
の
日
報
を
隠

蔽
し
て「
破
棄
し
た
」と
虚
偽
回
答
を
し

た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
財
務
省

も
、
大
阪
府
の
国
有
地
を
森
友
学
園
に
安

価
で
売
却
し
た
記
録
を「
破
棄
し
た
」と

言
い
張
る
な
ど
し
、
大
き
な
不
信
感
を
巻

き
起
こ
し
て
い
る
。

　
い
ま
政
府
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

情
報
管
理
の
徹
底
で
は
な
く
、
国
民
に
情

報
を
隠
さ
な
い
た
め
の
対
応
。
密
室
化
で

は
な
く
透
明
化
だ
。
こ
こ
で
経
産
省
の
密

室
化
を
認
め
れ
ば
、
情
報
隠
し
に
走
る
政

府
全
体
に
広
ま
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

　
経
済
産
業
記
者
会
は
、
引
き
続
き
、
施

錠
と
取
材
対
応
の
厳
格
化
を
撤
回
す
る
よ

う
求
め
て
い
る
。

よ
し
だ
・
み
ち
お
▼
１
９
９
９
年
入
社
　
経
済

部
東
京
証
券
取
引
所
　
日
銀
　
財
務
省
な
ど
を

経
て
　
２
０
１
４
年
か
ら
経
済
産
業
省
担
当

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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金
正
男
氏
殺
害
事
件�

磐
村

　和
哉（
共
同
通
信
社
）

「
お
っ
と
り
感
」が
招
い
た
悲
劇

　
北
朝
鮮
の
故
金キ

ム

正ジ
ョ
ン

日イ
ル

総
書
記
の
長
男
、

金キ
ム

正ジ
ョ
ン

男ナ
ム

氏
が
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
国
際
空
港
で
殺
害
さ
れ
た
事
件

は
、
２
つ
の
側
面
で
衝
撃
を
受
け
た
。

　
ま
ず
、
Ｖ
Ｘ
と
み
ら
れ
る
化
学
兵
器
に

よ
る
テ
ロ
が
、
衆
人
環
視
の
中
で
実
行
さ

れ
た
点
だ
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
に
よ
る

と
、
ベ
ト
ナ
ム
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
２
人

の
女
性
に
挟
み
撃
ち
に
さ
れ
る
よ
う
に
顔

面
に
毒
物
を
塗
ら
れ
た
金
正
男
氏
は
、
空

港
の
警
備
員
ら
に
異
常
を
訴
え
た
が
、
警

備
員
ら
の
反
応
は
鈍
い
。

　
少
な
く
と
も
金
正
男
氏
が
空
港
内
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
倒
れ
込
ん
だ
時
点
で
、
パ
ス

ポ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
門
に
何
ら
か
の

ア
ラ
ー
ト
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
殺
害

に
つ
な
が
る
証
拠
を
持
っ
た
関
係
者
を
拘

束
で
き
た
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
殺
害
場
面
は
、

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
例
え
れ

ば
、
金
正
男
氏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
役
割
を
徹
底
し
て
こ
な
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
。
お
っ
と
り
感
漂
う
空

港
警
備
と
は
対
照
的
だ
。
こ
の「
お
っ
と

り
感
」は
、
実
は
金
正
男
氏
に
も
通
じ
る

部
分
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

特
別
扱
い
求
め
ず
、雑
談
に
も
応
じ
る

　
２
点
目
の
衝
撃
は
、
数
年
前
か
ら
身
の

危
険
を
認
識
し
て
い
た
だ
ろ
う
金
正
男
氏

の「
お
っ
と
り
感
」が
、
や
は
り
狙
わ
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
点
だ
。

　
平
壌
と
北
京
を
往
来
す
る
北
朝
鮮
の
高

麗
航
空
は
、
中
型
機
が
投
入
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
は
10
席
前
後

し
か
な
い
場
合
も
あ
る
。
北
朝
鮮
の
要
人

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
最
前
列
が
暗
黙

の
指
定
席
だ
。
記
事
に
何
度
も
登
場
さ
せ

た
高
官
と
隣
り
合
わ
せ
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。
相
手
も
面
食
ら
う
だ
ろ
う
が
、
こ
ち

ら
も
移
動
時
間
こ
そ
気
が
抜
け
な
い
。

　
彼
ら
が
最
前
列
に
案
内
さ
れ
る
の
は
警

護
上
、
最
初
に
降
ろ
す
た
め
で
、
こ
れ
は

ど
の
国
の
エ
ア
ラ
イ
ン
も
共
通
だ
ろ
う
。

キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
も
緊
張
し
た
面

持
ち
で
対
応
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
何
度
か
乗
り
合
わ
せ
た
金
正

男
氏
の
場
合
は
、
扱
い
が
全
く
違
っ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
で
は
あ
る
が
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
席
に
近
い
後
部
に
座
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
キ
ャ
ビ
ン
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
も
知
っ
て
は
い
る
は
ず
だ

が
、
特
別
扱
い
す
る
そ
ぶ
り
は
見
せ
ず
、

金
正
男
氏
も
特
別
扱
い
を
求
め
な
い
。
金

正
男
氏
は
北
朝
鮮
の
高
官
は
お
ろ
か
、
国

民
も
身
に
着
け
る
こ
と
は
な
い
ジ
ー
ン
ズ

を
は
く
こ
と
が
大
半
だ
っ
た
の
で
、
一
般

乗
客
の
目
に
は
、
中
国
人
か
在
外
朝
鮮
族

の
観
光
客
の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
到
着
す
る
と
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
通
路
で
は
な
く

一
般
乗
客
と
一
緒
に
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
降
り
て

い
く
。
空
港
の
パ
ス
ポ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ま
で
付
か
ず
離
れ
ず
歩
き
な
が
ら
、「
到

着
ロ
ビ
ー
で
は
記
者
団
が
大
勢
待
機
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」な
ど
と
雑
談

交
じ
り
の
話
を
交
わ
す
こ
と
も
で
き
た
。

　
最
高
指
導
者
の
長
男
、
と
い
っ
た
威
圧

的
な
話
し
ぶ
り
は
し
な
い
。
挨
拶
す
る
際

に
は
頭
を
下
げ
る
よ
う
な
仕
草
も
見
せ
た

の
で
驚
い
た
。

　
金
正
男
氏
が
漂
わ
せ
て
い
た「
お
っ
と

り
感
」は
、
日
本
的
な
感
覚
で
は「
育
ち

の
良
さ
」な
の
だ
ろ
う
か
。
偽
名
で
何
度

か
日
本
に
入
国
し
て
い
た
２
０
０
０
年
前

後
は
、
東
京
都
心
の
ホ
テ
ル
内
の
寿
司
屋

で
カ
ウ
ン
タ
ー
に
一
人
で
座
り
、
日
本
語

で
ネ
タ
を
注
文
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
日
本
入
り
す
る
前
に

は
、
滞
在
先
の
ホ
テ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
都
内
の
ホ
テ
ル
に
予

約
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
振
る
舞
い
に
各
国
の
情
報
機

関
は
戸
惑
っ
た
だ
ろ
う
。
日
本
メ
デ
ィ
ア

を
中
心
に
露
出
の
多
か
っ
た
金
正
男
氏
が

漂
わ
せ
て
い
た「
お
っ
と
り
感
」は
、
平

壌
に
流
れ
る
時
間
感
覚
と
は
明
ら
か
に
異

な
る
も
の
だ
っ
た
。

　
事
件
で
対
立
し
て
い
た
北
朝
鮮
と
マ
レ

ー
シ
ア
だ
が
、
３
月
末
に「
政
治
決
着
」

す
る
形
で
、
事
件
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る

北
朝
鮮
国
籍
の
男
性
ら
は
遺
体
と
共
に
平

壌
に
戻
っ
た
。
実
行
犯
の
女
性
被
告
２
人

は
殺
意
を
否
認
し
て
お
り
、「
動
機
な
き
殺

人
事
件
」と
し
て
迷
宮
入
り
し
そ
う
だ
。

い
わ
む
ら
・
か
ず
や
▼
１
９
８
４
年
入
社
　
社

会
部
　
外
信
部
　
ソ
ウ
ル
特
派
員
　
平
壌
支
局

長
な
ど
を
経
て
　
２
０
１
２
年
か
ら
編
集
委
員

兼
論
説
委
員

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

ソウル駅で流された、金正男氏殺害を報じ
るニュース（2月15日／共同通信社提供）
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朴
槿
恵
大
統
領
罷
免�

磯
部

　誠
二（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）

混
乱
収
ま
ら
ぬ
韓
国

　
　驚
く
べ
き
メ
デ
ィ
ア
と
市
民
の
パ
ワ
ー

　
そ
れ
は
突
然
や
っ
て
き
た
。

　
２
０
１
６
年
10
月
25
日
。
あ
る
昼
食
会

で「
昨
日
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｃ
演
説
文
流
出
報
道

は
ヤ
バ
い
」と
話
題
に
な
り
、
よ
く
わ
か

ら
ぬ
ま
ま
職
場
に
戻
っ
た
。
最
近
新
聞
に

出
て
い
る
、
あ
の
オ
バ
サ
ン
の
話
か
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
如
、
夕
方
か
ら
朴

槿
恵
大
統
領
が
記
者
会
見
。
頭
を
下
げ
て

謝
罪
し
て
い
る
で
は
な
い
か
！
　
後
に
こ

の
会
見
が
、
朴
前
大
統
領
の〝
最
大
の
失

敗
〟だ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
大
統
領

へ
の
本
格
攻
撃
が〝
解
禁
〟さ
れ
た
に
等

し
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
あ
れ
か
ら
間
も
な
く
半
年
。
レ
ー
ム
ダ

ッ
ク
と
呼
ば
れ
始
め
て
い
た
が
、よ
も
や
、

韓
国
憲
政
史
上
初
の「
大
統
領
罷
免
」が
現

実
化
す
る
と
は
、夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

切
っ
て
も
切
れ
ぬ「
国
民
情
緒
法
」

　
事
件
は
、
海
外
で
身
を
潜
め
て
い
た

「
影
の
実
力
者
」崔チ

ェ
ス
ン
シ
ル

順
実
被
告
の
帰
国
、

出
頭
、
そ
し
て
即
日
拘
束
と
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
な
展
開
を
見
せ
る
。
崔
被
告
が
検
察
に

出
頭
し
た
10
月
31
日
。
韓
国
メ
デ
ィ
ア
は

い
つ
も
ホ
ッ
ト
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

熱
い
取
材
現
場
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
一

般
人
も
入
り
乱
れ
て
の
大
混
乱
。

　
昨
年
５
月
の
加
湿
器
殺
菌
剤
事
件
で
は

企
業
幹
部
が
被
害
者
家
族
か
ら
殴
ら
れ
た

り
、
泡
を
吹
き
か
け
ら
れ
た
り
す
る
場
面

が
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
現
場
に
は
プ
ラ

カ
ー
ド
を
持
っ
て
メ
デ
ィ
ア
に
主
張
し
よ

う
と
す
る
人
た
ち
が
必
ず
い
る
。
日
本
で

も
抗
議
活
動
や
デ
モ
が
あ
る
が
、
こ
こ
ま

で
直
情
的
な
現
場
は
見
た
こ
と
が
な
い
。

　「
朴
大
統
領
弾
劾
　
賛
成
76
・
９
％
、

反
対
20
・
３
％
」（
３
月
８
日
）

　「
朴
前
大
統
領
　
拘
束
捜
査
す
べ
き

69
・
４
％
、
非
拘
束
捜
査
17
・
８
％
」（
３

月
10
日
）

　
朴
前
大
統
領
へ
の
厳
し
い
見
方
を
示
す

半
面
、
裁
判
所
や
検
察
が
決
定
を
下
す
前

に
、
有
罪
前
提
と
も
と
ら
れ
か
ね
な
い
世

論
調
査
質
問
項
目
が
成
立
す
る
な
ん
て
、

日
本
で
は
想
像
し
に
く
い
。

　
14
年
の
大
韓
航
空「
ナ
ッ
ツ
リ
タ
ー

ン
」事
件
で
は
、
司
法
も
国
民
感
情
を
無

視
で
き
な
い
と
、「
国
民
情
緒
法
」と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
た
。
駆
け
出
し
記

者
の
頃
、
司
法
担
当
を
か
じ
っ
た
身
か
ら

す
る
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と

思
う
の
だ
が
、
ナ
ッ
ツ
し
か
り
、
産
経
新

聞
の
加
藤
元
支
局
長
の
名
誉
棄
損
裁
判

（
無
罪
確
定
）し
か
り
、
そ
の
時
々
の
国
民

感
情
、
政
府
の
意
向
を
忖
度
し
な
が
ら
、

判
決
や
刑
事
処
分
を
決
め
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
場
面
が
よ
く
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
国
民
が
毎
週
末
に
ソ
ウ
ル
中

心
部
に
集
ま
り
、
国
会
や
憲
法
裁
判
所
の

周
り
で「
弾
劾
せ
よ
」と
デ
モ
隊
が
声
を

張
り
上
げ
、
朴
大
統
領
の
自
宅
前
で
は
、

支
持
者
が「
愛
し
て
ま
す
」と
絶
叫
す
る
。

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が「
民

心
は
無
視
で
き
な
い
」と
報
じ
る
。

憎
し
み
の
連
鎖
の
先
に
あ
る
も
の
は

　
３
月
10
日
の
弾
劾
決
定
直
前
、
憲
法
裁

判
所
の
近
く
で
入
っ
た
飲
食
店
で「
お
前

た
ち
の
報
道
は
間
違
い
だ
。
だ
か
ら
こ
ん

な
こ
と
に
な
る
ん
だ
」と
、
私
に
韓
国
語

と
英
語
を
交
え
て
話
し
か
け
て
き
た
大
統

領
支
持
派
の
男
性
が
い
た
。
憎
悪
に
満
ち

た
そ
の
目
は
真
剣
そ
の
も
の
。
実
際
に
弾

劾
決
定
後
に
は
、
私
た
ち
取
材
団
は
暴
力

的
攻
撃
に
遭
っ
た
。
自
分
た
ち
の
意
見
と

異
に
す
る
人
た
ち
は
全
て
敵
な
の
だ
。

　
別
の
記
者
は
、
弾
劾
訴
追
賛
成
派
の
集

会
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
っ
た
大
統
領
支
持

派
の
男
性
が
卒
倒
し
た
も
の
の
、
周
囲
の

人
が
助
け
る
こ
と
な
く
、
唾
を
吐
き
か
け

る
姿
を
目
撃
し
た
。

　
地
縁
血
縁
を
優
先
す
る
こ
の
国
で
は
、

「
力
」が
一
部
に
集
中
す
る
た
め
、
疎
外

さ
れ
た
人
た
ち
の
反
感
は
す
さ
ま
じ
い
と

い
う
。
こ
の
事
件
で
は
、
国
論
だ
け
で
な

く
、
国
民
が
心
か
ら
２
つ
に
割
れ
て
し
ま

っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
メ
デ
ィ
ア
や
、
個

別
に
話
し
た
人
た
ち
は「
こ
れ
で
対
立
を

終
わ
り
に
」「
決
定
に
従
い
口
を
挟
む
べ
き

で
は
な
い
」と
正
論
を
訴
え
る
が
、
歩
み

寄
り
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
頃
に
は
全
て

が
終
わ
っ
て
い
る
の
か
、
予
期
せ
ぬ
新
展

開
が
待
っ
て
い
る
の
か
予
想
が
つ
か
な
い

が
、
こ
の
国
が
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
れ
る

の
か
、じ
っ
く
り
と
見
届
け
て
い
き
た
い
。

い
そ
べ
・
せ
い
じ
▼
１
９
９
１
年
入
社
　
２
０

１
４
年
７
月
か
ら
ソ
ウ
ル
支
局
長

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

反朴槿恵集会でリポートする筆者（フジテレビ提供）
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16
日
午
前
１
時
25
分
の
Ｍ
７
・
３
の「
本

震
」。
わ
ず
か
28
時
間
の
う
ち
に
震
度
７

の
揺
れ
が
連
続
し
て
起
こ
る
前
代
未
聞
の

災
害
だ
っ
た
。

■「
同
じ
場
所
に
家
を
建
て
て
い
い
の
か
」

拭
い
去
れ
な
い
住
民
の
不
安

　
９
割
以
上
の
家
屋
が
被
災
し
た
益
城
町

は
昨
年
８
～
９
月
、
全
約
１
万
３
千
世
帯

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
回
答
し

た
約
５
６
０
０
世
帯
の
う
ち
、
今
後
も
町

に
住
み
続
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
世
帯
が

９
割
を
占
め
る
一
方
、「
余
震
や
二
次
災

害
が
不
安
」と
答
え
た
世
帯
が
５
割
を
超

え
た
。

　「
ま
た
、
同
じ
場
所
に
家
を
建
て
て
い

い
も
の
だ
ろ
う
か
」。
こ
う
し
た
不
安
が

お
く
む
ら
・
く
に
ひ
こ
▼
１
９
９
０
年
入
社
　

２
０
１
６
年
９
月
か
ら
社
会
部
で
熊
本
地
震
に

伴
う
臨
時
総
局
を
担
当

被災地通信�　熊本地震から1年

住民生活の再生は
これからが本番
奥村　国彦（熊本日日新聞社）

被災家屋が解体された後に更地が広がる熊本県益城
町中心部の幹線道路沿い（３月28日／筆者撮影）

　
倒
壊
し
た
家
屋
を
相
手
に
重
機
が
う
な

り
、
が
れ
き
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
せ
わ

し
な
く
往
来
す
る
―
。
熊
本
地
震
で
２
度

の
震
度
７
に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
県
益ま

し

城き

町
。
中
心
部
の
幹
線
道
路
沿
い
で
は
今
、

被
災
家
屋
を
解
体
撤
去
し
た
更
地
が
日
に

日
に
広
が
っ
て
い
る
。
た
だ
、
県
の
ま
と

め
で
は
、
町
内
で
解
体
が
想
定
さ
れ
る
５

７
５
７
棟
に
対
し
、
２
月
末
ま
で
に
解
体

が
済
ん
だ
の
は
58
・
５
％
。
被
災
者
の
生

活
再
建
に
向
け
た
環
境
が
整
う
に
は
、
ま

だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　
２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本
地
震
発
生
か

ら
１
年
を
迎
え
る
。
14
日
午
後
９
時
26
分

に
起
き
た
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）６
・
５
の「
前
震
」と
、

更
地
を
増
や
す
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
昨
年
12
月
、
地
震
後
に
実

施
し
た
地
盤
調
査
の
中
間
報
告
を
公
表
。

現
行
の
耐
震
基
準
を
満
た
す
１
～
２
階
の

低
層
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
活
断
層
に
よ

る
地
盤
の
ズ
レ
で
倒
壊
す
る
可
能
性
は
低

い
と
す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。し
か
し
、

住
民
の
不
安
を
拭
い
去
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
よ
う
だ
。

　
さ
ら
に
、
県
が
示
し
た
幹
線
道
路
の
拡

幅
計
画
が
生
活
再
建
の
見
通
し
を
不
透
明

に
す
る
。
計
画
に
よ
る
と
、
町
中
心
部
を

通
る
約
３
・
５
㌔
を
現
在
の
道
幅
10
㍍
の

２
車
線
か
ら
27
㍍
の
４
車
線
に
広
げ
る
。

拡
幅
に
は
新
た
に
約
６
㌶
の
土
地
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
り
、
沿
線
の
約
３
０
０
戸

が
用
地
買
収
の
対
象
に
な
る
と
い
う
。

　「
４
車
線
化
は
復
興
へ
の
起
爆
剤
」と

期
待
す
る
声
が
あ
る
一
方
、
所
有
地
の
大

半
が
道
路
用
地
に
含
ま
れ
現
地
再
建
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
沿
線
住
民
も
い
る
。

総
額
１
５
３
億
円
を
か
け
る
事
業
の
完
了

目
標
は
９
年
後
の
２
０
２
６
年
。
町
の
復

興
が
４
車
線
化
の
進
み
具
合
に
左
右
さ
れ

る
事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■〝
仮
住
ま
い
〟４
万
１
千
人 

国
の
支
援
強
化
が
不
可
欠

　
県
内
で
は
昨
年
11
月
ま
で
に
応
急
仮
設

住
宅
の
建
設
が
終
わ
っ
た
。
整
備
戸
数
は

16
市
町
村
で
計
４
３
０
３
戸
を
数
え
る
。

民
間
賃
貸
住
宅
を
無
償
提
供
す
る「
み
な

し
仮
設
」へ
の
入
居
申
請
は
、
25
市
町
村

で
１
万
５
千
戸
を
超
え
た
。
県
が
昨
年
12

月
に
公
表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
壊
れ

た
自
宅
を
離
れ
て
仮
設
住
宅
や
公
営
住
宅

で
暮
ら
す
被
災
者
は
約
４
万
１
千
人
に
上

る
。
県
民
の
43
人
に
１
人
が〝
仮
住
ま
い
〟

を
続
け
て
い
る
計
算
だ
。

　
地
盤
の
亀
裂
や
液
状
化
、
擁
壁
崩
壊
な

ど
宅
地
被
害
の
多
さ
も
熊
本
地
震
の
特
徴

の
１
つ
と
い
わ
れ
る
。
県
内
の
被
災
自
治

体
で
は
、
被
災
宅
地
の
復
旧
工
事
に
住
民

負
担
を
求
め
ず
、
全
額
公
費
で
賄
う
動
き

が
相
次
い
で
い
る
。
た
だ
、
被
災
自
治
体

の
予
算
規
模
は
膨
ら
む
一
方
だ
。
被
災
者

が
願
う
復
興
へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
国
の
支
援
強
化
が

欠
か
せ
な
い
。

　「
毎
月
14
日
が
近
づ
く
と
怖
く
て
仕
方

な
い
」と
い
う
声
を
聞
く
と
、
と
て
も
ひ

と
ご
と
と
は
思
え
な
い
。
震
度
７
の
揺
れ

を
２
度
と
も
経
験
し
た
私
も
、「
あ
の
時
」

を
思
い
出
す
た
び
に
体
が
こ
わ
ば
る
か
ら

だ
。
再
建
を
目
指
す
ス
ピ
ー
ド
は
一
人
一

人
が
異
な
る
。
一
歩
ず
つ
前
に
踏
み
出
す

被
災
者
に
取
材
の
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
き

た
い
。
住
民
生
活
の
再
生
は
、
こ
れ
か
ら

が
本
番
だ
。

� 被災地はい ま
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リ レーエッセー

「
異
論
を
言
う
勇
気
を
持
て
」

　―
後
藤
田
正
晴
さ
ん
の
歴
史
観
と
憲
法
観

栗
原

　猛（
共
同
通
信
出
身
）

で
結
構
で
す
。非
常
階
段
も
あ
り
ま
す
し
」

と
言
っ
た
の
で
、「
お
か
し
い
な
」と
複

製
事
件
は
す
ぐ
発
覚
し
た
。
特
に
お
と
が

め
は
な
か
っ
た
。
夜
回
り
は
毎
晩
の
よ
う

に
続
い
た
が
、
後
藤
田
番
の
デ
ス
ク
評
は

「
特
ダ
ネ
は
な
い
が
ミ
ス
リ
ー
ド
も
な
い
」

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
幾
星
霜
―
。

　
国
会
議
員
を
辞
め
た
後
藤
田
氏
を
麹
町

の
事
務
所
に
よ
く
訪
ね
た
。
歴
史
観
や
憲

法
観
、
大
変
な
読
書
家
で
読
後
感
な
ど
の

話
も
あ
っ
た
。
憲
法
観
は
大
き
く
３
点
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
１
は
政
府
や
軍
部

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
不
信
感
で

あ
る
。
鬼
畜
米
英
と
叫
ん
で
い
た
政
府
や

軍
部
の
高
官
た
ち
は
敗
戦
に
な
る
と
、
責

任
逃
れ
に
走
り
、
東
京
裁
判
で
は
米
国
寄

り
の
証
言
を
し
た
。
こ
の
姿
を
見
て「
日

本
人
は
ト
ッ
プ
ほ
ど
責
任
感
が
な
い
」と

痛
感
し
た
と
い
う
。

　
２
は
歴
史
観
だ
。
第
１
次
世
界
大
戦
が

終
わ
る
と
好
景
気
に
な
っ
た
が
、
す
ぐ
反

動
で
銀
行
、
商
社
な
ど
が
倒
産
、
農
家
で

は
娘
さ
ん
を
売
り
に
出
す
と
い
う
窮
状
に

な
っ
た
。
義
憤
を
感
じ
た
若
手
将
校
や
右

翼
青
年
が
浜
口
雄
幸
首
相
、
井
上
準
之
助

蔵
相
、
団
琢
磨
・
三
井
合
名
理
事
長
、
犬

養
毅
首
相
を
暗
殺
。
テ
ロ
が
起
き
る
た
び

に
国
民
は
喝
采
す
る
よ
う
だ
っ
た
と
い

う
。
だ
か
ら「
経
済
が
悪
い
と
政
治
家
の

せ
い
だ
と
い
う
風
潮
に
な
る
。
景
気
に
は

よ
ほ
ど
注
意
が
大
事
だ
」と
よ
く
言
っ

た
。

　
３
は
後
藤
田
氏
の
憲
法
論
の
真
骨
頂

で
、
ア
ジ
ア
情
勢
を
に
ら
ん
で
い
た
こ
と

だ
。「
中
国
や
韓
国
と
緊
張
関
係
に
あ
る

時
に
憲
法
論
議
を
し
た
ら
、
両
国
を
敵
視

す
る
雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
、
取
り
返

し
が
つ
か
な
く
な
る
」と
繰
り
返
し
た
。

　
最
後
に
も
う
１
つ
。
そ
れ
は
、
日
本
人

の
特
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
日
本
人
は

大
事
な
こ
と
ほ
ど
そ
の
場
の
空
気
で
決

め
、決
ま
る
と
一
瀉
千
里
に
走
り
出
す
。

職
場
で
も
ど
こ
で
も『
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
、
異
論
が
あ
る
』と
い
う
勇
気
が
大

事
だ
ね
」

　
衆
参
両
院
で「
改
憲
勢
力
」が
３
分

の
２
議
席
を
超
え
た
。
後
藤
田
氏
は
こ

の
事
態
を
予
測
し
て
い
た
節
が
あ
る
。

憲
法
を
議
論
す
る
に
は
敗
戦
と
戦
後
改

革
、
戦
後
の
歩
み
に
対
す
る
認
識
か
ら

始
め
な
い
と
い
け
な
い
。
天
皇
が
象
徴

す
る
日
本
と
は
何
か
。
個
人
の
尊
厳
、

国
民
主
権
、
多
様
性
と
寛
容
、
平
和
主

義
を
ど
う
定
着
さ
せ
る
か
の
議
論
は
欠

か
せ
な
い
だ
ろ
う
。

　
鎌
倉
霊
園（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）の

墓
碑
は
長
男
、
尚
吾
氏
が
書
い
た「
自

身
の
戦
争
体
験
か
ら
来
る
平
和
へ
の
強

い
思
い
が
一
貫
し
た
政
治
信
念
で
あ
っ

た
」と
刻
む
。
存
命
な
ら
ど
う
い
う
言

葉
が
聞
か
れ
る
か
。「
ま
ず
格
差
の
解

消
だ
な
。
日
米
関
係
も
大
事
だ
が
、
未

曽
有
の
少
子
高
齢
化
社
会
に
入
っ
た
。

福
祉
、
社
会
保
障
問
題
な
ど
、
国
民
生

活
の
足
元
固
め
を
し
っ
か
り
頼
む
」―

と
言
う
の
で
は
な
い
か
。

（
く
り
は
ら
・
た
け
し
　
元
編
集
委
員
）　

次
号
は
瀬
下
英
雄
さ
ん（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出

身
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
田
中
角
栄
内
閣
が
１
９
７
２
年
７

月
、
二
階
堂
進
官
房
長
官
、
山
下
元
利

官
房
副
長
官
、
事
務
副
長
官
は
、
警
察

庁
長
官
を
辞
め
た
ば
か
り
の
後
藤
田
正

晴
氏
と
い
う
顔
ぶ
れ
で
発
足
。
両
副
長

官
は
官
邸
詰
め
の
駆
け
出
し
の
記
者
が

交
代
で
担
当
し
た
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
常
連
、
荒
屋
昌

夫（
東
京
中
日
）、
長
﨑
和
夫（
毎
日
）、

瀬
下
英
雄（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）の
各
氏
、
異
色

で
は
中
央
区
長
に
な
っ
た
矢
田
美
英
氏

（
共
同
）ら
が
担
当
だ
っ
た
。

　
後
藤
田
氏
の
目
白
駅
近
く
の
マ
ン
シ

ョ
ン
は
、
遅
く
な
る
と
１
階
玄
関
の
カ

ギ
が
か
か
り
、
後
藤
田
氏
は
12
階
か
ら

カ
ギ
を
持
っ
て
下
り
、
記
者
を
送
り
出

し
た
。あ
る
晩
、午
前
零
時
を
す
ぎ
、「
明

日
、
秘
書
官
に
返
し
て
く
れ
」と
カ
ギ

を
渡
さ
れ
た
記
者
が
、
コ
ピ
ー
し
て
皆

に
配
っ
た
。
翌
日
の
夜
、
後
藤
田
氏
が

カ
ギ
を
持
っ
て
降
り
よ
う
と
す
る
と
、

気
を
遣
っ
た
１
人
が「
遅
い
か
ら
こ
こ

引
退
を
発
表
し
た
直
後
の
後
藤
田
正
晴
氏
︒
当
ク

ラ
ブ
で﹁
政
治
家
と
し
て
の
遺
言
﹂と
題
し
て
会
見

（
1
9
9
6
年
10
月
４
日
）︒
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
詳
録

が
あ
る

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/jnpc-prd-public/files/1996/10/4424946c10eb216c72b8c7b13b2d7e141.pdf
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おおさわ・さとし
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著書に『三菱重工業』『黄色いロ
ボット』『甦る被災鉄道』など

書いた話　書かなかった 話

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
中
部
シ
ブ
ヤ
ン
海
。
無
人

潜
水
機
の
ラ
イ
ト
が
深
海
１
０
０
０
メ
ー

ト
ル
の
闇
を
切
り
裂
い
て
い
く
。
赤
青
色

の
深
海
魚
に
続
き
、
海
底
に
さ
ま
ざ
ま
な

残
骸
が
浮
か
び
上
が
る
。「
こ
れ
は
武
蔵
の

主
砲
46
セ
ン
チ
砲
の
動
力
装
置
の
一
部
」

「
偵
察
機
を
発
進
さ
せ
る
カ
タ
パ
ル
ト
が

見
え
る
」な
ど
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
続
く
。

　
今
年
１
月
21
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
１
で

放
送
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

「
戦
艦
武
蔵
の
最
期
」は
お
び
た
だ
し
い

残
骸
と
、
建
造
し
た
造
船
所
や
武
蔵
を
沈

め
た
米
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
大
作
だ
っ
た
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス（
Ｃ

Ｇ
）を
駆
使
し
て
主
砲
の
威
力
を
描
き
出

し
、
船
体（
船
殻
）は
厚
さ
40
セ
ン
チ
の

鋼
板
で
覆
っ
て
い
た
な
ど
、〝
不
沈
艦
〟の

特
徴
を
し
っ
か
り
と
紹
介
し
て
い
た
。

　
こ
の
番
組
を
見
な
が
ら
、
若
い
こ
ろ
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
三
菱
重
工
業
相
談
役

の
古こ

賀が

繁し
げ

一い
ち

さ
ん
を
思
い
出
し
た
。
古
賀

さ
ん
は
、
武
蔵
の
建
造
副
主
任
を
務
め
た

歴
史
の
生
き
証
人
だ
っ
た
。

◆
世
界
最
大
の
巨
砲
を
も
つ
戦
艦

　
世
界
最
大
の「
大
和
型
戦
艦
」２
号
艦
・

武
蔵
が
長
崎
県
の
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船

所
で
起
工
式
を
挙
げ
た
の
は
１
９
３
８（
昭

和
13
）年
３
月
で
あ
る
。
完
成
は
42
年
８

月
で
、
す
で
に
太
平
洋
戦
争
た
け
な
わ
だ

っ
た
。
ち
な
み
に
１
号
艦
の
大
和
は
37
年

11
月
、広
島
県
の
呉
海
軍
工
廠
で
起
工
し
、

開
戦
直
後
の
41
年
12
月
に
完
成
し
た
。

　
武
蔵
を
語
る
う
え
で
必
読
書
な
の
が
、

吉
村
昭
著『
戦
艦
武
蔵
』だ
ろ
う
。武
蔵
の

巨
大
さ
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　「
そ
の
年（
注
：
37
年
）の
６
月
１
日
、

待
ち
か
ね
て
い
た
新
戦
艦
の
基
本
設
計
図

と
主
要
項
目
が
艦
政
本
部
か
ら
首
席
監
督

官
を
へ
て
造
船
所
側
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
艦
の
長
さ
２
６
３
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅

38
・
９
メ
ー
ト
ル

　
排
水
量（
公
試
状
態
）６
８
，
２
０
０

ト
ン（
満
載
状
態
）７
１
，
１
０
０
ト
ン
　
　

　
主
砲
46
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル（
18
イ
ン

チ
）３
連
装
３
基
計
９
門
…
」

　
そ
し
て
古
賀
さ
ん
に
つ
い
て
は「
…
第

２
号
艦
建
造
主
任
室
が
創
設
さ
れ
た
。
そ

し
て
そ
の
主
任
と
し
て
鉄
工
場
長
の
渡
辺

賢
介
、
副
主
任
格
と
し
て
技
師
の
古
賀
繁

一
が
任
命
さ
れ
…
」と
紹
介
し
て
い
る
。

　
同
書
で
は
建
造
を
秘
密
に
す
る
た
め
造

船
所
の
目
隠
し
用
に
全
国
か
ら
大
量
の
棕し

ゅ

櫚ろ

が
集
め
ら
れ
た
こ
と
や
、
市
民
と
外
国

人
の
目
か
ら
造
船
所
を
隔
離
す
る
方
策
、

そ
し
て
進
水
に
向
か
っ
て
の
緊
迫
し
た
場

面
が
克
明
に
描
か
れ
、
主
要
な
場
面
で
古

賀
さ
ん
が
た
び
た
び
登
場
す
る
。

◆「
沈
没
は
２
カ
月
後
に
知
っ
た
」

　
そ
ん
な
古
賀
さ
ん
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
実
現
し
た
の
は
79
年
夏
、
あ
る
出
版
社

か
ら『
三
菱
重
工
業
』の
執
筆
を
頼
ま
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
小
生
は
日

刊
工
業
新
聞
社
の
記
者
だ
っ
た
。
丸
の
内

の
本
社
ビ
ル（
当
時
）で
お
目
に
か
か
っ

た
古
賀
さ
ん
は
、
小
柄
な
が
ら
大
人
の
存

在
感
が
あ
っ
た
。

　
当
初
の
目
的
だ
っ
た
第
一
次
石
油
シ
ョ

ッ
ク
後
の
日
本
の
造
船
業
に
つ
い
て
聞
い

た
後
、
締
め
く
く
り
に「
こ
の
本
の
目
的

と
は
違
う
話
で
す
み
ま
せ
ん
が
」と
断
り

を
入
れ
て
、
武
蔵
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

　
―
最
後
に
、
古
賀
さ
ん
と
い
え
ば
戦
艦

「
武
蔵
」。
建
造
に
携
わ
っ
た
一
人
と
し
て

印
象
深
い
思
い
出
は
？

　
古
賀
　「
武
蔵
」は
当
時
の
大
艦
巨
砲

主
義
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
設
計
し
、
建

撃
沈
さ
れ
た
こ
と
を
「
や
む
を
得
な
い
」
と
一
言

　
―
戦
艦
武
蔵
を
造
っ
た
男
と
の
１
時
間
―

�

大
澤

　賢
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書 いた話　書かなかった話

造
し
た
戦
艦
だ
。
主
力
艦
同
士
が
相
ま
み

え
て
砲
火
を
開
き
、
雌
雄
を
決
す
る
時
に

必
要
だ
っ
た
わ
け
だ
。（
中
略
）

　
ま
あ
苦
労
し
た
と
い
う
か
、
建
造
自
体

が
機
密
だ
っ
た
こ
と
と
、
進
水
の
問
題
が

厄
介
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
各
国
の
戦
艦

と
比
較
し
て
船
幅
が
極
め
て
大
き
か
っ

た
。
ま
た
長
崎
港
の
幅
が
狭
い
た
め
、
勢

い
よ
く
進
水
す
る
と
対
岸
に
ぶ
つ
か
る
恐

れ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
菱
は
こ
の
二

つ
は
解
決
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
引
き
受

け
た
わ
け
だ
。

　「
武
蔵
」が
沈
ん
だ
こ
と
は
、
そ
の
二

カ
月
ぐ
ら
い
後
で
知
っ
た
ね
。
飛
行
機
に

や
ら
れ
れ
ば
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
は
、
開

戦
当
初
日
本
が
自
ら
実
践
し
た
こ
と
だ
。

だ
か
ら
沈
ん
だ
と
聞
い
た
時
も
、
や
む
を

得
な
い
な
と
思
っ
た
よ
。

　
若
い
記
者
の
た
め
に
解
説
す
る
と
、「
開

戦
当
初
日
本
が
自
ら
実
践
し
た
こ
と
」と

は
、
41
年
12
月
８
日（
現
地
時
間
７
日
）

の
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
と
、
同
10
日
の
マ

レ
ー
沖
海
戦
を
指
す
。

　
真
珠
湾
攻
撃
で
は
日
本
の
海
軍
機
が
停

泊
中
の
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ（
３
１
，４
０
０
ト
ン
）

な
ど
戦
艦
４
隻
を
含
む
多
数
の
軍
艦
を
撃

沈
・
大
破
し
た
。
ま
た
マ
レ
ー
沖
海
戦
は

航
行
中
の
イ
ギ
リ
ス
東
洋
艦
隊
の
新
鋭
戦

艦
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ（
３
５
，

０
０
０
ト
ン
）と
重
巡
洋
艦
レ
パ
ル
ス
を
航

空
機
攻
撃
で
瞬
く
間
に
撃
沈
し
た
。

◆
大
和
に
匹
敵
す
る
武
蔵
の
悲
劇

　
武
蔵
は
１
９
４
４
年
10
月
24
日
、
レ
イ

テ
沖
決
戦
に
向
か
う
途
中
で
米
航
空
機
の

攻
撃
に
見
舞
わ
れ
た
。
魚
雷
20
本
と
直
撃

弾
17
発
を
受
け
て
沈
没
、
そ
の
直
後
に
大

爆
発
を
起
こ
し
て
艦
体
は
四
散
し
た
。
戦

闘
状
況
は
大
岡
昇
平
著『
レ
イ
テ
戦
記
』

に
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
大
和
は
45
年
４
月
７
日
、
沖
縄

に
侵
攻
し
た
米
軍
を
撃
滅
す
る
特
攻
作
戦

に
出
撃
。
や
は
り
米
航
空
機
の
攻
撃
を
受

け
て
鹿
児
島
県
枕
崎
沖
約
２
０
０
キ
ロ
の

東
シ
ナ
海
に
沈
ん
だ
。
約
３
０
０
０
人
が

亡
く
な
っ
た
。
吉
田
満
著『
戦
艦
大
和
の

最
期
』は
自
身
が
体
験
し
た
戦
闘
記
録
だ

が
、
戦
争
の
本
質
を
冷
静
に
指
摘
し
た
優

れ
た
文
学
作
品
で
も
あ
る
。

　
武
蔵
の
悲
劇
性
は
、
生
き
残
っ
た
乗
組

員
の
そ
の
後
の
処
遇
で
増
幅
さ
れ
る
。
全

乗
組
員
約
２
４
０
０
人
の
半
数
以
上
の
１

３
７
６
人
が
救
助
さ
れ
た
が
、
沈
没
情
報

は
厳
し
く
伏
せ
ら
れ
、
一
部
の
乗
組
員
は

終
戦
ま
で
離
島
に
隔
離
さ
れ
た
。
ま
た
大

半
は
陸
兵
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
決
戦
に
参

加
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
多
く
が
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
土
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
古
賀
さ
ん
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
お

や
っ
と
思
っ
た
の
は
最
後
の「
や
む
を
得

な
い
」の
一
言
だ
っ
た
。
武
蔵
は
起
工
式

か
ら
完
成
ま
で
４
年
５
カ
月
も
か
か
っ

た
。
当
時
30
代
半
ば
の
古
賀
さ
ん
が
寝
食

を
忘
れ
、
た
く
さ
ん
の
技
師
・
工
員
た
ち

が
心
血
を
注
い
で
完
成
さ
せ
た
武
蔵
が
、

わ
ず
か
２
年
２
カ
月
後
に
撃
沈
さ
れ
た
こ

と
を
、
そ
ん
な
に
簡
単
な
言
葉
で
締
め
く

く
れ
る
の
か
、
と
疑
問
が
浮
か
ん
だ
。

　
本
音
は「
悲
し
か
っ
た
」と
か「
悔
し
い

思
い
が
抜
け
き
ら
な
か
っ
た
」で
は
な
か

っ
た
か
。
た
だ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
は
緊

張
し
て
い
て
次
の
質
問
が
続
か
ず
、
１
時

間
ほ
ど
の
取
材
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

◆
本
音
を
聞
き
損
ね
た
悔
し
さ

　
あ
の
時
、
古
賀
さ
ん
に
真
意
を
聞
き
損

ね
た
こ
と
を
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
い
る
。

今
な
ら
す
ぐ
に「
そ
れ
は
緒
戦
の
勝
利
だ

け
で
な
く
、
翌
年
６
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
敗
北
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
か
」

と
か
、「
撃
沈
は
ず
い
ぶ
ん
昔
の
話
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
か
」と
聞
い
た
と
思
う
。

　
古
賀
さ
ん
は
１
９
０
３（
明
治
36
）年
生

ま
れ
、
25
年
に
東
京
大
学
工
学
部
船
舶
工

学
科
を
卒
業
し
て
、
す
ぐ
同
社（
当
時
は

三
菱
造
船
）に
入
社
し
た
優
秀
な
造
船
技

師
だ
っ
た
か
ら
、
急
変
し
た
戦
闘
形
態
を

知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
建
造
中
か
ら
む
な

し
さ
を
抱
え
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。

　
一
方
、
取
材
は
古
賀
さ
ん
が
76
歳
の
時

で
、
武
蔵
が
撃
沈
さ
れ
た
の
は
41
歳
の
時

だ
か
ら
実
に
35
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
年
月
が
た
っ
て
い
れ
ば
撃
沈
の

悲
劇
は
少
し
薄
ら
い
だ
記
憶
に
な
っ
て
い

て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
淡
々
と「
や
む

を
得
な
い
」と
語
っ
た
の
は
時
間（
年
齢
）

が
語
ら
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
古
賀
さ
ん
は
戦
後
、
三
菱
重
工
業
の
経

営
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
71
年
12
月
に

社
長
に
就
任
し
た
が
、
そ
れ
は
牧
田
與
一

郎
社
長
が
急
逝
し
た
た
め
で
、
古
賀
さ
ん

は
牧
田
さ
ん
の
残
り
の
任
期
１
年
半
を
務

め
た
後
、
73
年
５
月
、
あ
っ
さ
り
と
会
長

に
な
っ
た
。
見
事
な
引
き
際
だ
っ
た
。

　
日
本
の
造
船
業
は
１
９
５
０
年
代
半
ば

か
ら
度
々
世
界
一
の
座
を
占
め
た
。
古
賀

さ
ん
は
造
船
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
、国
は
藍
綬
褒
章
や
勲
一
等
瑞
宝
章
、

賜
杯
銀
杯
四
号
を
贈
り
長
年
の
功
績
を
称

え
た
。
77
年
相
談
役
へ
退
い
た
後
、
92
年

12
月
、
89
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

　
現
在
、
日
本
の
造
船
業
は
中
国
や
韓
国

な
ど
と
の
価
格
競
争
に
勝
て
ず
、
各
社
は

合
併
や
提
携
を
通
じ
て
必
死
に
生
き
残
り

策
を
模
索
中
だ
。
三
菱
重
工
業
も
大
型
客

船
事
業
か
ら
の
撤
退
や
分
社
化
な
ど
で
事

業
全
体
を
ス
リ
ム
化
す
る
計
画
を
進
め
て

い
る
。
か
つ
て
築
き
上
げ
た
造
船
王
国
の

一
翼
を
担
っ
た
古
賀
さ
ん
が
存
命
な
ら

ば
、
現
在
の
造
船
業
を
ど
う
見
る
だ
ろ
う

か
。
や
は
り
静
か
に「
や
む
を
得
な
い
」

と
語
る
の
だ
ろ
う
か
。
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　「
取
材
先
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
た
め

に
は
取
材
源
を
秘
匿
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「
そ
の
こ
と
が
国
民
の

知
る
権
利
に
応
え
る
こ

と
に
つ
な
が
る
」―
―

こ
れ
は
揺
る
ぎ
な
い
取

材
の
根
幹
で
あ
り
、
報

道
各
社
も
新
人
研
修
で

も
繰
り
返
し
教
え
て
い

る
と
思
う
。

　
し
か
し
、
今
回
の
Ｉ

Ｔ
講
座
を
受
け
て「
こ
れ
ま
で
の
記
者
教

育
の
骨
格
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
強
く
感
じ
た
。

　
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
95
が
日
本
で
発
売
さ

れ
て
今
年
で
22
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
元

年
に
生
ま
れ
た
世
代
が
社
会
に
入
っ
て
き

た
。

　
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
環
境
が
あ
り
、
電
話
は
ス
マ
ホ
、
情

報
の
や
り
取
り
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い
う
世
代

だ
。
情
報
に
つ
い
て
も「
パ
ソ
コ
ン
に
文

字
を
打
ち
込
ん
で
検
索
す
れ
ば
、
簡
単
に

入
っ
て
く
る
も
の
」「
水
や
空
気
の
よ
う
な

も
の
」と
い
う
意
識
の
人
が
多
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
新
聞
を
読
ま
ず
、
テ
レ
ビ
も

見
ず
、
ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
は
ネ
ッ
ト
で
入

手
す
る
と
い
う
人
が
圧
倒
的
に
増
え
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
と
と
も
に
育
っ
て

き
た
新
人
に
、
情
報
の
意
味
合
い
や
そ
の

扱
い
・
管
理
、
取
材
源
の
秘
匿
な
ど
に
つ

い
て
ど
う
教
育
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
Ｉ
Ｔ
講
座
で
は
▽
メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
ほ
と
ん
ど
の
情
報
は
、
シ
ス
テ
ム
の

性
質
上
見
ら
れ
た
り
盗
ま
れ
た
り
す
る
リ

ス
ク
が
あ
る
こ
と
▽
大
切
な
情
報
に
は
必

ず
厳
重
な
鍵
を
か
け
、
暗
号
化
し
て
や
り

取
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
わ

っ
た（
話
は
そ
ん
な
に
単
純
で
は
な
い
が
）。

　
記
者
の
研
修
で
は「『
そ
の
話
、
誰
か

ら
聞
い
た
』と
聞
か
れ
て
も
、
絶
対
に
ネ

タ
元
を
話
し
て
は
い
け
な
い
」と
教
え
て

い
る
。
こ
れ
自
体
変
わ
る
こ
と
の
な
い
倫

理
だ
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は「
取
材
先

を
守
る
た
め
に
、
情
報
に
は
必
ず
ガ
ー
ド

を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
こ

と
を
併
せ
て
叩
き
込
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
。

　
記
者
の
仕
事
は
、
情
報
を
取
る
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し「
取
れ
ば
い
い
」と
い
う

だ
け
の
時
代
は
終
わ
っ
た
。
情
報
を
管
理

す
る
Ｉ
Ｔ
の
知
識
な
く
し
て
取
材
活
動
は

も
は
や
考
え
ら
れ
な
い
。
全
て
の
報
道
各

社
が「
足
元
は
大
丈
夫
な
の
か
」を
見
つ

め
直
す
必
要
が
あ
る
。
か
く
言
う
私
は
昭

和
54
年
に
入
局
し
た
ア
ナ
ロ
グ
人
間
で
、

暗
号
化
の
勉
強
を
始
め
た
と
こ
ろ
だ
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
事
業
部
　
　

渡
部
　
孝
道

２・28（火）講師：松波功・中日新聞電子編集部／出席：28人

セキュリティー研修の研修

IＴ時代と記者の職業倫理
情報は管理するもの

　
２
０
１
７
年
度
の
記
者
ゼ
ミ
は
、
２
つ

の
テ
ー
マ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
16
年
度

に
始
ま
っ
た「
次
世
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
必
須
Ｉ
Ｔ
講
座
」の
内
容
を
見
直
し
、

再
編
成
し
て
継
続
開
催
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に「
調
査
報
道
講
座
」を
立
ち
あ
げ

ま
す
。

　
新
規
開
催
の
調
査
報
道
の
講
座
タ
イ
ト

ル
は「
誰
で
も
調
査
報
道
」と
し
ま
し
た
。

調
査
報
道
は
一
部
の
優
れ
た
記
者
の
仕
事

と
み
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
マ
イ
ン
ド

と
ノ
ウ
ハ
ウ
は
会
見
・
発
表
取
材
と
い
う

多
く
の
日
常
取
材
で
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
狙
い
に
は
、
報
道
の
一
般
的
レ
ベ
ル

の
向
上
を
含
ん
で
い
ま
す
。
よ
り
高
度
な

報
道
を
目
指
す
と
同
時
に
報
道
の〝
質
の

平
均
点
〟を
高
め
る
た
め
、
記
者
な
ら
誰

で
も
身
に
付
け
る
べ
き
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
緒

に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
講
座
は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
旧

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
、
急
速
に
普
及
・
進

歩
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
新
メ
デ

ィ
ア
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
中
、
と
も
か

く
も
第
一
線
の
記
者
た
ち
が
取
材
や
編
集

の
現
場
で
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）に
慣
れ
、

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
い
う

認
識
か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。

　
実
際
の
運
営
で
は
、
い
く
つ
か
改
善
す

■
第
５
期
記
者
ゼ
ミ
の
お
知
ら
せ

「
Ｉ
Ｔ
」「
調
査
報
道
」２
つ
の
テ
ー
マ
で

べ
き
点
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
１
つ

は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
要
請
か
ら
、
多

く
の
社
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
が
っ
ち

り
か
け
た
会
社
貸
与
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
の
使
用
を
義
務
付
け
、
記
者
た
ち
は
そ

の
制
約
の
中
で
し
か
Ｉ
Ｔ
に
触
れ
る
機
会

が
な
い
こ
と
で
す
。
受
講
者
の
中
に
、
基

礎
の
基
礎
か
ら
学
び
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
た
ち
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
17
年
度

で
は
、
前
年
度
の
内
容
を
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ

ン
し
て
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
、
と
っ

つ
き
や
す
い
、
そ
し
て
学
ぶ
目
的
が
は
っ

き
り
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｉ
Ｔ
講
座
２
０

１
７
」に
再
編
成
し
ま
し
た
。

　
平
日
午
後
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
開
催
時

間
は
、
一
線
記
者
が
時
間
を
割
い
て
参
加

す
る
に
は
、
当
た
り
前
で
す
が
、
難
し
か

っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
２
つ
の
次

期
記
者
ゼ
ミ
と
も
、
通
常
業
務
に
な
る
べ

く
支
障
の
出
な
い
よ
う
木
曜
夕
方
６
時
か

ら
隔
週
で
交
互
に
開
催（
各
ゼ
ミ
毎
月
２

回
）し
ま
す
。
希
望
者
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
、
各
社
編
集
局
の
ご
理
解
、
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。
　

　
２
つ
の
ゼ
ミ
の
ス
タ
ー
ト
は
５
月
連
休

明
け
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。多
く
の
記
者
、特
に
一
線
の
取

材
記
者
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

特
別
企
画
委
員
　
橋
場
義
之

■
問
い
合
わ
せ
はsem

inar@
jnpc.or.jp�

ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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■
里
地
里
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
自
立
分
散
へ

の
挑
戦

河
野
　
博
子
（
読
売
新
聞
社
編
集
局
企
画
委
員
）

■
熊
本
地
震
２
０
１
６
の
記
憶（
岩
岡
中

正
、
高
峰
武
著
）

高
峰
　
武
（
熊
本
日
日
新
聞
社
論
説
主
幹
）

■
科
学
報
道
の
真
相
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
共
同
体

瀬
川
　
至
朗
（
毎
日
新
聞
出
身
）

■
昭
和
解
体
　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
30
年

目
の
真
実

牧
　
久
（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

各
地
の
小
さ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
、
足

元
か
ら
追
っ
た
　
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
は
、

地
産
地
消
、
防
災
減
災
、
地
域
活
性
化
、

地
球
温
暖
化
抑
止
、
安
全
の
確
保
を
念
頭

に
、
自
然
資
源
を
使
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
に
挑
戦
す
る
人
た
ち
。
そ
の
流
れ
は
、

化
石
燃
料
の
終
焉
へ
向
か
う
時
代
の
太
い

底
流
と
つ
な
が
る
。

　
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
し
、
全
て
の

国
が
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の

パ
リ
協
定
の
力
が
そ
が
れ
る
の
で
は
、
と

懸
念
さ
れ
る
。
本
書
を
読
み
、
懸
念
を
杞

憂
に
変
え
る
流

れ
を
感
じ
て
ほ

し
い
。

記
録
と
記
憶
の
中
か
ら
復
興
を
　
２
０
１

６
年
４
月
の
熊
本
地
震
か
ら
間
も
な
く
１

年
。「
地
震
は
遭
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
」と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
。

本
書
は
震
度
７
に
２
回
見
舞
わ
れ
た
熊
本

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
の
構
造
的
な
問
題
に

迫
る
　
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

報
道
は
な
ぜ
市
民
の
不
信
感
を
引
き
起
こ

す
の
か
？
　
こ
れ
が
筆
者
の
問
題
意
識
で

す
。
そ
の
た
め
に
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
事
件
、

福
島
第
一
原
発
事
故
、
地
球
温
暖
化
問
題

と
い
う
著
名
な
報
道
事
例
を
検
証
し
ま
し

た
。
科
学
報
道
を
分
析
し
て
い
ま
す
が
、

問
題
は
む
し
ろ「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
共
同
体
」

昭
和
を
終
焉
さ
せ
た
政
治
経
済
最
大
の
事

件
　
戦
後
、
公
共
企
業
体
と
し
て
再
出
発

し
た
国
鉄
は
、
国
家
と
い
う
し
が
ら
み
か

ら
抜
け
出
せ
ず
、
一
方
、
民
主
化
政
策
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
強
大
な
組
合
組
織
を
抱

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
鉄
利
権
を
手
放

そ
う
と
し
な
い
政
治
と
経
営
陣
の
確
執
、

経
営
と
組
合
の
せ
め
ぎ
合
い
、
怨
念
ま
で

達
し
た
組
合
同
士
の
対
立
。
多
く
の
複
雑

な
要
素
が
絡
み
合
い
国
鉄
解
体
を
招
い

た
。
そ
れ
は
戦
後
政
治
の
一
翼
を
担
っ
た

国
労
、
総
評
、
社
会
党
の
崩
壊
へ
と
つ
な

が
り
、
戦
後
の「
五
五
年
体
制
」は
崩
れ

去
っ
た
。

　
国
鉄
解
体
に
至
る
昭
和
最
後
の
20
年
間

を
多
く
の
証
言

を
も
と
に
再
検

証
し
た
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
。

●
賛
助
会
員
の
会【
３
・
６
／
参
加
：
25
人
】

　
会
田
弘
継
・
青
山
学
院
大
学
教
授

　
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
か
ら
１
カ
月

半
、
改
め
て
ト
ラ
ン
プ
現
象
を「
忘
れ
ら

れ
た
人
々
に
よ
る
エ
リ
ー
ト
へ
の
反
乱
」

と
振
り
返
り
、今
後
の
見
通
し
を
示
し
た
。

　「
ト
ラ
ン
プ
の
関
心
事
は
ジ
ョ
ブ
ス

（
雇
用
）だ
け
。
ま
ず
は
す
で
に
動
い
て
い

る
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
見
直
し
に
全
て
の
人
材

を
投
入
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、
当
面
は
日
米

関
係
は
こ
の
ま
ま
だ
ろ
う
」

　
政
権
内
で
注
目
す
べ
き
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
バ
ノ
ン
首
席
戦
略
官
。

大
統
領
執
務
室
の
隣
に
い
て
、
最
も
大
統

領
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
立
場
に
い
る
。「
没

落
し
て
い
る
西
欧
文
明
を
立
て
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
て
、
オ
ル
タ
ナ
右
翼
の
中
心
人
物
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
自
分
を
支
持
す
る

グ
ル
ー
プ
を
利
用
し
て
政
治
を
動
か
そ
う

と
し
て
い
る
と
い
う
の
が
本
当
で
は
」と

み
る
。

　
著
書『
ト
ラ
ン
プ
現
象
と
ア
メ
リ
カ
保
守

思
想
』が
注
目
さ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

当
選
以
来
、
各
メ
デ
ィ

ア
で
引
っ
張
り
だ
こ
の

状
態
が
続
い
て
い
る
。

「
こ
ん
な
に
忙
し
い
の

は
、
大
阪
社
会
部
時
代

の
グ
リ
コ
森
永
事
件
の

時
以
来
」と
。�

（
河
野
聡
）

中公新書ラクレ
８４２円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会 員の著書／賛助会員の会

地
震
を
５
部
構
成
で
考
え
る
。

　
１
部「
想
う
」で
熊
本
在
住
の
評
論
家
・

渡
辺
京
二
氏
は「
未
来
の
人
間
の
あ
ら
ま

ほ
し
き
姿
が
、
惨
事
の
中
か
ら
立
ち
現
れ

た
」と
書
く
。２
部
の「
詠
む
」は
俳
誌「
阿

蘇
」主
宰
の
岩
岡
中
正
氏
の
震
災
俳
句
、

３
部
は
夏
目
漱
石
も
通
っ
た
熊
本
市
の
古

書
店
主
の
震
災
日
記
、
４
部
は
熊
本
大
学

が
所
蔵
す
る
約
５
万
点
に
及
ぶ
細
川
家
文

書
と
地
域
史
料
か
ら
見
る
震
災
と
復
興
の

地
域
史
、
５
部
は
資
料
編
。

　
記
録
と
記
憶

の
中
か
ら
復
興

を
目
指
す
１
冊

で
あ
る
。

弦書房
１９４４円

の
構
造
に
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
規
範
と
さ
れ
る「
客
観
報
道
」の
意
味

を
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
人
が
誤
解
し
て
き
た

こ
と
や「
公
平
・
中
立
報
道
」が
抱
え
る

根
本
的
な
問
題

点
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
も

努
め
ま
し
た
。

ちくま新書
９５０円

講談社
２７００円
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会議報 告

⃝

第
89
回
臨
時
社
員
総
会

�

（
３
・
28
　
会
見
場
）

　
書
面
議
決
社
員
を
含
め
出
席
社
員
計
１

１
９
社
の
出
席
を
も
っ
て
成
立（
定
足
数

68
社
）、
定
款
第
25
条
の
定
め
に
従
い
、

伊
藤
芳
明
理
事
長
を
議
長
に
議
事
を
進
め

た
。

　
２
０
１
７
年
度
事
業
計
画
・
同
予
算
の

理
事
会
案
を
議
決
し
た
。（
２
㌻
、
21
㌻

参
照
）

　
昨
年
５
月
の
総
会
以
降
届
け
出
の
あ
っ

た
役
員
の
一
部
交
代
を
承
認
し
た
。

�⃝

第
１
２
３
回
総
務
委
員
会

（
３
・
９
　
小
会
議
室
）

　
17
年
度
事
業
計
画
・
同
予
算
の
原
案
を

作
成
し
た
ほ
か
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・

同
特
別
賞
選
考
委
員
会
お
よ
び
第
23
期
役

員
選
出
委
員
会
を
総
務
委
員
会
委
員
で
構

成
す
る
こ
と
を
理
事
会
に
上
程
し
た
。

出
席
　
原
田
委
員
長
、
西
村
、
増
田
、
飯

塚
、
深
田
、
岩
田
、
篠
塚
、
川
嶋
、
木
村

の
各
委
員
、
伊
藤
理
事
長
、
水
谷
、
荒
木

の
両
副
理
事
長
、
土
生
専
務
理
事
。

⃝

第
５
９
６
回
理
事
会

�

（
３
・
９
　
大
会
議
室
）

①
17
年
度
事
業
計
画
、
同
予
算
案
を
原
案

ど
お
り
に
議
決
し
た
。
正
味
財
産
増
減
計

算
書
予
算
で
経
常
収
益
・
経
常
費
用
と
も

３
億
８
０
４
７
万
１
０
０
０
円
の
均
衡
予

算
で
、
経
常
外
増
減（
特
別
会
計
）は
な

い
。
個
人
Ｄ
会
員
の
会
費
値
下
げ
な
ど
で

会
費
収
入
が
約
９
０
０
万
円
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
人
件
費
を
中
心
に
費
用
全
般

が
減
少
し
て
お
り
、
経
常
費
用
は
前
年
度

に
比
べ
て
１
３
４
０
万
９
０
０
０
円
減
少

し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
と
、
こ
れ
に
関
連
し
た
業
務
シ
ス
テ

ム
の
更
新
に
伴
い
、
会
報
発
行
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
営
費
を
増
額
し
た
。

②
ク
ラ
ブ
賞
内
規
に
従
い
、
17
年
度
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
選
考
委
員
会

を
総
務
委
員
会
委
員（
委
員
長
＝
原
田
亮

介
理
事
）15
人
で
構
成
す
る
こ
と
を
議
決

し
た
。

③
総
務
委
員
会
委
員
で
第
23
期
役
員
選
出

委
員
会
を
構
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

④
第
89
回
臨
時
社
員
総
会
を
３
月
28
日

に
、
第
90
回
定
時
社
員
総
会
を
５
月
29
日

に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

⑤
左
記
の
事
項
を
土
生
専
務
理
事
が
提
案

し
、
了
承
し
た
。

▽
16
年
度
予
算
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
と
４
つ
の
業
務
関
連
シ
ス
テ
ム

開
発
を
行
っ
て
き
た
が
、
開
発
過
程
で
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
機
能
や
帳
票
が
必
要

と
な
り
追
加
費
用
が
発
生
し
た
。
ク
ラ
ブ

の
会
計
処
理
規
程
に
よ
り
、
予
算
総
額
は

変
え
ず
に
中
科
目
間
で
予
算
の
や
り
く
り

を
す
る「
流
用
」を
行
う
。

▽
松
山
幸
雄
名
誉
会
員（
78
年
度
ク
ラ
ブ

賞
受
賞
者
）か
ら
の
寄
付
金
３
０
０
万
円

の
取
り
扱
い
を
17
年
度
中
に
決
め
る
。

▽
会
員
増
加
策
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
き

た
法
人
会
員
と
法
人
賛
助
会
員
の
入
会
金

免
除
を
17
年
度
も
引
き
続
き
行
う
。

出
席
　
伊
藤
理
事
長
、
水
谷
、
荒
木
の
両

副
理
事
長
、
土
生
専
務
理
事
、
西
村
、
増

田
、
原
田
、
飯
塚
、
深
田
、
山
元
、
岩
田
、

篠
塚
、
吉
田
、
壱
岐
、
村
川
、
川
嶋
、
木

村
、
西
野
の
各
理
事
、
沖
永
監
事
。

⃝

２
０
１
７
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・

同
特
別
賞
推
薦
委
員
会

�

（
２
・
28
　
大
会
議
室
）

　
野
村
彰
男
氏
を
委
員
長
に
互
選
し
た

後
、
１
月
末
ま
で
に
推
薦
の
あ
っ
た
全
候

補
に
つ
い
て
意
見
を
付
し
て
、
４
月
10
日

の
選
考
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

出
席
　
野
村
委
員
長
、
会
田
、
岡
部
、
音
、

神
志
名
、
清
水
、
白
水
、
茅
野
の
各
委
員
。

⃝

第
３
８
１
回
会
報
委
員
会

�

（
３
・
10
　
大
会
議
室
）

　
４
月
１
日
付
で
本
社
に
異
動
す
る
渡
辺

大
祐
委
員（
大
分
合
同
新
聞
）の
あ
い
さ

つ
の
後
、
４
月
号
の
編
集
を
協
議
し
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
大
辻
、
渡

辺
、
吉
澤
、
大
寺
、
長
﨑
、
藤
澤
の
各
委

員
。

⃝

第
４
７
２
回
企
画
委
員
会

�

（
３
・
15
　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

　
総
会
記
念
講
演
の
ゲ
ス
ト
が
川
村
元
気

氏
に
決
ま
っ
た
こ
と
を
事
務
局
か
ら
報
告

し
た
後
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
坪
井
、
安
井
、
倉

重
、
脇
、
宮
田
、
川
上
、
軽
部
、
石
川
、

山
本
、
瀬
口
、
傍
示
、
久
保
、
島
田
、
竹

田
、
山
﨑
、
播
摩
、
川
村
、
和
田
、
ワ
ー

グ
ナ
ー
の
各
委
員
。

⃝

第
４
７
５
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
３
・
16
　
会
見
場
）

　
４
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席
　
増
田
委
員
長
、
菊
池
、
越
中
、
鈴

木
、
早
坂
の
各
委
員
。

会員
種別

月

プレス会員 法人・個人������������������
賛助会員

特別�������������
賛助会員

学生����������
会員

全会員
法人 基本 個人Ａ 個人Ｂ 個人Ｃ 個人Ｄ 名誉・功労 合計 対前月増減
（社） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （社） （人） （人） （人） （社） （人） （社） （人）

2016.4 133 741 334 60 75 839 12 65 144 99 129 198 2433 －1 －66
　　5 133 743 331 60 76 843 12 64 141 99 129 197 2434 －1 　1
　　6 134 745 330 60 76 842 12 63 139 99 136 197 2439 　0 　5
　　7 134 746 335 58 76 845 12 64 141 99 137 198 2449 　1 　10
　　8 134 746 332 58 75 845 12 64 141 99 131 198 2439 　0 －10
　　9 134 745 328 58 75 841 12 64 141 100 131 198 2431 　0 －8
　　10 134 744 327 58 75 840 12 64 140 101 145 198 2442 　0 　11
　　11 134 746 323 58 75 837 12 64 140 101 151 198 2443 　0 　1
　　12 134 746 323 58 75 834 12 64 140 101 151 198 2440 　0 －3
2017.1 134 746 323 58 76 827 12 64 140 100 136 198 2418 　0 －22
　　2 134 746 322 57 76 825 11 63 137 100 144 197 2418 －1 　0
　　3 134 746 322 57 76 823 11 62 135 100 146 196 2416 －1 －2

会　員　異　動　（2016年4月～ 2017年3月）
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新 年度の収支予算書

2017年度　正味財産増減予算書（内訳表）
2017年4月1日から2018年3月31日まで

（単位：円）

科�����目
公益目的事業会計

収益事業等�
会計 法人会計 合計公１�

記者会見等
公２�
クラブ賞

公３�
会報・HP 共通 小計

１．経常増減の部
（１）経常収益

特 定 資 産 運 用 益 137,000� 473,000� 610,000� 610,000�
受 取 会 費 245,210,160� 245,210,160� 69,161,840� 314,372,000�
プレス会員会費収入 205,058,880� 205,058,880� 57,837,120� 262,896,000�
賛 助 会 員 会 費 収 入 40,151,280� 40,151,280� 11,324,720� 51,476,000�
事 業 収 益 65,361,000� 65,361,000�
貸 室 料 収 入 41,316,000� 41,316,000�
飲 食 売 上 割 戻 し 17,796,000� 17,796,000�
施 設 機 器 賃 借 料 6,249,000� 6,249,000�
雑 収 益 127,000� 1,000� 128,000�
受 取 利 息 1,000� 1,000�
そ の 他 の 雑 収 入 127,000� 127,000�
経 常 収 益 計 � 137,000� � 245,683,160� 245,820,160� 65,488,000� 69,162,840� 380,471,000�

（２）経常費用
事 業 費 146,819,960� 18,027,020� 47,803,220� 55,616,000� 268,266,200� 46,074,800� 314,341,000�
借 室 維 持 費 73,985,600� 55,616,000� 129,601,600� 24,492,800� 154,094,400�
借 室 料 38,444,000� 24,027,500� 62,471,500� 19,222,000� 81,693,500�
共 益 費 6,846,400� 4,279,000� 11,125,400� 3,423,200� 14,548,600�
空 調・ 光 熱 費 3,695,200� 2,309,500� 6,004,700� 1,847,600� 7,852,300�
ホール 専 用 利 用 費 25,000,000� 25,000,000� 50,000,000� 50,000,000�
人 件 費 52,054,000� 14,846,000� 20,872,000� 87,772,000� 21,582,000� 109,354,000�
役 員 報 酬 6,800,000� 1,360,000� 5,440,000� 13,600,000� 13,600,000�
給 与 金 30,597,000� 9,362,000� 10,315,000� 50,274,000� 15,476,000� 65,750,000�
賞 与・ 諸 手 当 14,190,000� 3,992,000� 4,972,000� 23,154,000� 5,884,000� 29,038,000�
厚 生 費 467,000� 132,000� 145,000� 744,000� 222,000� 966,000�

事 業 費 20,780,360� 3,181,020� 26,931,220� 50,892,600� � 50,892,600�
会 議 費 2,238,600� 86,100� 545,300� 2,870,000� 2,870,000�
事 業 運 営 費 16,667,820� 641,070� 4,060,110� 21,369,000� 21,369,000�
会報発行・HP運営費 21,071,000� 21,071,000� 21,071,000�
ク ラ ブ 賞 実 施 費 2,150,000� 2,150,000� 2,150,000�
運 営 雑 費 439,140� 16,890� 106,970� 563,000� 563,000�
通 信 費 1,179,200� 235,840� 943,360� 2,358,400� 2,358,400�
印 刷 費 155,600� 31,120� 124,480� 311,200� 311,200�
交 通 費 100,000� 20,000� 80,000� 200,000� 200,000�

管 理 費 59,130,000� 59,130,000�
借 室 維 持 費 18,369,600� 18,369,600�
借 室 料 14,416,500� 14,416,500�
共 益 費 2,567,400� 2,567,400�
空 調・ 光 熱 費 1,385,700� 1,385,700�

人 件 費 18,996,000� 18,996,000�
役 員 報 酬 2,400,000� 2,400,000�
給 与 金 9,942,000� 9,942,000�
賞 与・ 諸 手 当 6,506,000� 6,506,000�
厚 生 費 148,000� 148,000�

そ の 他 の 管 理 費 21,764,400� 21,764,400�
ク ラ ブ 管 理 費 15,694,000� 15,694,000�
機 器 備 品 費 1,000,000� 1,000,000�
消 耗 品 費 1,425,000� 1,425,000�
事 務 委 託 費 2,213,000� 2,213,000�
事 務 雑 費 715,000� 715,000�
通 信 費 589,600� 589,600�
印 刷 費 77,800� 77,800�
交 通 費 50,000� 50,000�

予 備 費 3,000,000� 3,000,000�
減 価 償 却 費 4,000,000� 4,000,000�
経 常 費 用 計 146,819,960� 18,027,020� 47,803,220� 55,616,000� 268,266,200� 46,074,800� 66,130,000� 380,471,000�
当 期 経 常 増 減 額 －146,819,960 －17,890,020 －47,803,220 190,067,160� －22,446,040 19,413,200� 3,032,840� 0�

２．経常外増減の部
（１）経常外収益の部
（２）特別会計活動支出

当 期 経 常 外 増 減 額
当期一般正味財産増減額 －146,819,960 －17,890,020 －47,803,220 190,067,160� －22,446,040 19,413,200� 3,032,840� 0�
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寄贈書
■中嶋嶺雄著作選集
� （中嶋嶺雄／『中嶋嶺雄著作選集』編集委員会編）

　鋭い中国分析で知
られた中嶋嶺雄・国
際教養大学初代理事
長・学長（2013年2
月逝去、享年76）の
著作選集（全8巻）
が、2年余りの作業
の末、完結した。中
嶋学長の教え子（筆

者を含む）で、大学で教鞭を執る8人が編集委員
となり、119冊という膨大な著作の中から後世に
残すべき作品を厳選し、巻末の解説を手掛けた。
　中嶋氏の一生を振り返ると、現代中国の研究
者、国際関係論の教育者、そして晩年の大学経
営者としての3つの顔があったことに気付く。
　中嶋氏はそれぞれの分野で、寸暇を惜しんで
健筆を振るい続けた。同時に生涯、バイオリン
演奏を愛し、旅先で水彩画の絵筆を執る多才な
人だった。28歳での処女作『現代中国論』から、
秋田市にある国際教養大学の名を全国に知らし
めた大学経営の手腕を披瀝した『日本人の教養』
『学歴革命』などが収録されている。選集各巻の
案内は出版元「桜美林大学北東アジア総合研究
所」のホームページをご覧いただきたい。
　現在、中嶋氏の遺作となった論文類約5000点
をPDF化し、ネット上で公開する「中嶋嶺雄デ
ジタル・アーカイブス（仮称）」の作業も進行中
だ。画像や音声、動画もアップし、21世紀型の
碩学データベースを世に問いたいと思っている。
� 濱本　良一（読売新聞出身、国際教養大学教授）

桜美林大学北東アジア総合研究所
セット価格　3万円（税込み）

　今号から2年間、下記の４会員が「写真回廊」の短文を担当します。新聞・通信各社の写真部記者の
「この１枚」に、自由な発想でエッセーを添えていただきます。

「写真回廊」の短文を担当します

　1974年NHK入局。テヘラン、
リオデジャネイロ、バルセロナ
の各支局、アジア総局長、国際

部長、解説主幹など。現在、NHKグローバ
ルメディア専門委員。

　1966年毎日新聞入社。政治部
長、論説委員長、専務取締役な
ど。2009年退社。

　1977年時事通信入社。ワシン
トン支局、経済部長、編集局総
務兼解説委員、編集局長、常務

取締役など。2015年退社。現在、ニッポンド
ットコム常務理事。

　1982年読売新聞入社。経済部、
ワシントン、ジャカルタ、ローマの
各支局、調査研究本部主任研究

員など。2016年退社。現在、富山国際大学教授。

○江
え
口
ぐち
　義
よし
孝
たか

○長
なが
﨑
さき
　和
かず
夫
お

○谷
たに
　定
さだ
文
ふみ

○秦
はた
野
の
るり子

　サイマル・インタ
ーナショナルの小松
達也顧問（82）が3
月末で退任した。
　会議通訳の草分け
で、サイマルの創設
者の一人でもある。
通訳は学生時代の
「第１回原水禁世界

大会広島」（1955年）から始めたそうだ。それか
ら60余年、最前線での活躍は前例がないと思わ
れる。
　小松さんといえば、話芸の域に達した独特の
間の取り方にあると思う。慌てず、淡々とこな
れた日本語に置き変えていく。「訳がそのまま
原稿になる」と言われる所以である。
　「通訳は７割にしておく」。国連の主席通訳官
を務めたフランス人のジャン・エルベール氏か
ら教わり、それを心掛けてきたと話す。発言の
ポイントが何かを瞬時に判断する訓練を積め
ば、その域に達するということか。通訳術の奥
義ともいうべき領域だが、訳しすぎることをい
さめた警告ともとれる。
　「偉い人に会え、その人の人格に触れること
ができるのが、通訳の醍醐味」と言う。当クラ
ブはまさにその醍醐味を提供してきたと思う。
アイアコッカ、アラファト、キッシンジャー、
サッチャー、マンデラ、ムバラク等々 50人もの
ゲストの隣は小松さんの指定席だった。
　「通訳がスピーカーから褒められても訳さな
い」。そこに、黒子に徹する小松さんの矜持が
ある。このことも通訳志願者には教えているん
ですよ、と微笑んだ。� （石川洋）

■The Interpreter 小松達也さん　勇退■

ペレス・イスラエル副首相会見の通
訳も務めた（200７年3月１3日）
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：745人　⃝個人会員：1,266人　
⃝法人・個人賛助会員：63社・138人　⃝特別賛助会員：102人　
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：106人 計：197社・2,368人

クラブの電話　ダイヤルイン

S&Pが法人賛助会員として入会
　世界26カ国で信用格付けおよび信用リスク分
析の提供を行う格付会社「S&Pグローバル・レ
ーティング」の日本法人、S&Pグローバル・レ
ーティング・ジャパン株式会社が法人賛助会員
として入会しました。
　同社は主に日本企業や、企業等が発行する債
務に信用格付けを提供する事業を行っていま
す。入会会員は下記の方々です。
山本武成　代表取締役社長
石田俊也　広報マーケティング部長、ディレクター

Wi-Fi環境を強化しました

　9階南側（ラウンジ側）と10階ホールで使用で
きる無料Wi-Fiの利用キャパシティーを増やし
ました。これまでは一度にアクセスできる台数
が10台程度でしたが、9階南側、10階ホールと
も60台程度まで同時接続が可能になりました。
アクセスポイント名とパスワードは、それぞれ
のフロアに掲示してあります。
　なお、9階北側（日比谷公園側）は、すでに３0
台程度の一斉接続に対応しています。
　あわせて、大会議室と小会議室内には有線で
ネットにつなげられるようにLANケーブルの接
続端子を設けました。どうぞご利用ください。

＜訃報＞
　浅川博忠会員（山形新聞社客員論説委員、74
歳）が2月24日、村岡博人会員（共同通信出身、
85歳）が3月1３日死去されました。ご冥福をお
祈りいたします。

ゴルフ会 参加者大募集中
　春のゴルフ会を下記の要領で開催します。ふ
るってご参加ください。
■日　時　5月2３日（火）午前8時10分集合
■コース　磯子カンツリークラブ（横浜市磯子区）
■競　技　18ホール　ストロークプレー
　　　　　（ハンディキャップ制）
■賞　品　優勝者には優勝カップとノルウェー

産サーモン１尾を贈ります。その他に
も賞品を多数用意するほか、参加者
全員にもれなく参加賞を用意します。

■会　費　5,000円（プレー代は約22,000円）
　　　　　参加ご希望の方は事務局の河野
　　　　　（0３-３50３-2764）までご連絡ください。

「クラブゲスト」ページ　新スタイルで
　会見した全ゲストを一覧形式で紹介する現在
のスタイルに変更して１年がたちました。数人
をピックアップして詳報する「会見リポート」と
共に掲載していますが、会員から重複感がある
との声もあり、会報委員会では第2弾の刷新を
決めました。
　今号から「会見リポート」で紹介するゲストに
ついては、一覧ではゲスト名と開催日時などの
データのみを掲載します（４㌻参照）。その他の
ゲストは会見内容をコンパクトにまとめた短信
をこれまで通り掲載します（3㌻参照）。
　ウェブサイトは速報性を重視しています。会
見終了後2、3日後に、会見動画と共に全ゲス
トの「会見リポート」を読むことができます。ご
活用ください。

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　伊勢海老懐石（6/2まで）

　先付：鯛手まり寿司、菜の花サーモン巻　お
椀：鮎魚女葛打ち、玉子豆腐　造り：伊勢海老姿
造りほか　焼物：サーモン西京焼き、蛤クリーム
焼き　煮物：伊勢海老具足煮　揚物：穴子一本揚
げ　食事：ご飯、伊勢頭味噌椀　水菓子：季節の
果物　グラス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　おすすめコース（4/28まで）

　プロシュートハムと春野菜のサラダ仕立て、ハ
マグリのチャウダースープまたはコンソメスープ、
桜鯛のポワレと桜海老のリゾット・蜂蜜入りバル
サミコソース、桜アイスクリーム、パン、コーヒー
付き（3,240円）。ランチ、ディナー（土曜はランチ
のみ）ともにご利用いただけます。�（シェフ　黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●「トランプ政権：米国と世界の行方」
　田中均・日本総合研究所国際戦略研究所理事
長、ピーター・ランダース・ウォールストリート・
ジャーナル東京支局長（2017.2.20）

クラブのオリジナルグッズに新アイテム
　ラウンジで販売中のク
ラブ特製オリジナルグッ
ズに新アイテムが仲間入
りしました。クラブのロ
ゴマーク入りUSBメモリ

（１個1,080円、税込み）です。
　シルバーとブラックの2色を使ったスタイリ
ッシュな見た目が特徴です。容量は４GBで大き
いデータの持ち運びにも便利。お求めは受付で。

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271
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撮影：川
かわ

上
かみ

　智
とも

世
よ

（東京新聞写真部）

雨の中、横断幕を手に「共謀罪」法案の閣議決定に抗議する人たち＝３月21日　首相官邸前

写 真 回 廊

　
平
家
物
語
の「
教
訓
状
」に
は
、
後
白
河
法
皇
を
軟
禁
し
よ

う
と
し
て
兵
を
集
め
た
平
清
盛
の
も
と
に
、
父
を
諫
め
る
た
め

に
重
盛
が
平
服
で
会
い
に
来
る
く
だ
り
が
あ
る
。
清
盛
は
慌
て

て
鎧
の
上
に
法
衣
を
ま
と
っ
た
が
、
胸
元
か
ら
鎧
が
の
ぞ
い
て

い
た
。

　
政
府
は
、「
共
謀
罪
」を
衣
替
え
し
て「
テ
ロ
等
準
備
罪
」を

新
設
す
る
法
案
を
閣
議
決
定
し
た
。「
共
謀
罪
」と
は
別
物
、

対
象
は
組
織
的
犯
罪
集
団
で
市
民
団
体
で
は
な
い
、
国
際
組
織

犯
罪
防
止
条
約
の
締
結
の
た
め
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
こ
の
法
案
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で
き
な
い
と
も
言
い
始
め
た
。

　
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
総
会
で
、
東
京
は
世
界
一
安
全
な
都
市
だ
と
宣
言

し
た
。
あ
れ
か
ら
４
年
、
東
京
の
安
全
性
は
脆
弱
に
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
テ
ロ
組
織
が
、
東
京
を
標
的
に
し
て
い

る
と
い
う
情
報
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
で
な
い
の
な

ら
安
倍
首
相
の
答
弁
は
詭
弁
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

　
令
状
な
し
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
捜
査
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
捜
査
機
関

は
時
に
法
規
を
逸
脱
す
る
こ
と
も
あ
る
。
対
象
を
組
織
的
犯
罪

集
団
に
限
る
と
い
う
が
、
日
弁
連
は
市
民
団
体
が
処
罰
の
対
象

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
さ
ん
は
、
ロ
シ

ア
で
は
革
命
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
国
民
に
自
由
は
な
か
っ

た
し
、
今
で
も
国
民
は
自
由
と
い
う
も
の
を
全
く
知
ら
な
い
と

語
っ
た
。「
自
由
」を
制
限
す
る
よ
う
な
法
律
の
制
定
は
、
決

し
て
賢
い
方
法
と
は
思
え
な
い
。

　
こ
の
法
律
制
定
の
本
当
の
狙
い
は
、
２
０
２
０
年
の
祭
典
の

も
っ
と
先
に
照
準
を
合
わ
せ
た
別
の
目
的
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
も
思
え
て
く
る
。

�

（
江
口
　
義
孝
）

衣
の
下
の
鎧

566_P1-2,22-24.indd   24 2017/04/03   17:24:52




